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○議事日程 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（相馬正典）  皆さん、おはようございます。 

 傍聴席の皆様方にはお忙しい中、議場へ足をお運びいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 ただいま出席している議員は１４名全員です。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 一般質問について 

 

○議長（相馬正典）  日程第１ 一般質問についてを通告に基づき行います。 

 なお議会運営に関する申合せにより、質問者の持ち時間を、質問と答弁を合わせまして

７５分までとしておりますことから、議長において時間を計測し、持ち時間の７５分を超えた

場合は制止いたします。 

 また、質問者の通告した予定時間となりましたら質問の終了を求めますので、御了解くださ

い。 

 なお、通告された質問の要旨からは想定できない質問内容等の場合には、注意をいたします

ので併せて御了解願います。 

 質問、答弁は簡潔明瞭に行うようお願いいたします。 

 通告に基づき、７番髙木洋一議員の発言を許します。 

 ７番髙木洋一議員。 

〔７番 髙木洋一 登壇〕 

○７番（髙木洋一）  議場内の皆様、おはようございます。ただいま相馬議長より発言の許

可をいただきました議席番号７番髙木洋一でございます。 

 傍聴席の皆様、本日はお忙しい中御来場いただきまして、誠にありがとうございます。併せ

て、ユーチューブ配信を御覧の皆様にも、那須烏山市議会に関心をお寄せいただいております

ことに感謝申し上げます。 

 令和８年６月定例会一般質問初日でございます。４月の市議会議員選挙により新人議員６名

を迎え、新たな議会体制となりました。また、執行部におかれましても、新年度を迎え新たな

体制でのスタートとなっております。私自身も２期目を迎えるに当たり、初心を忘れることな

く、市政発展のため誠心誠意努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 今回の一般質問は、市議会議員選挙において市民の皆様より質問を受けた内容をまとめた項
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目となっております。市長をはじめ、執行部の皆様には簡潔明瞭で前向きな答弁をお願いいた

します。 

 それでは、質問者席より順次質問させていただきます。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  初めに、那須烏山市の公共施設整備の状況についてでございます。 

 市では、庁舎整備をはじめ、公共施設の老朽化対策や耐震化、スポーツ施設整備など多くの

課題を抱えております。 

 一方で、人口減少や少子高齢化、厳しい財政状況が続く中、公共施設整備には将来を見据え

た計画性や施設整備の優先順位、市民の理解を得ながら進めることが求められております。 

 市民の中には、庁舎整備だけでなく市民ホールや道の駅、那須南病院、スポーツ施設整備な

どを優先すべきとの声もございます。 

 また、公民館や図書館など、老朽化が進む公共施設への対応や、学校体育館への空調整備な

ど、市民生活や教育環境に直結する施設整備も課題となっていることから、順次お伺いいたし

ます。 

 まず、庁舎整備の進め方と公共施設整備全体の優先順位について、庁舎を含め、様々な課題

を抱える公共施設整備全体をどのような優先順位と考えで進めていくのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  庁舎整備の進め方と公共施設整備全体の優先順位についてお答えいた

します。 

 庁舎をはじめとする公共施設の大半が耐震不足や老朽化による機能不足が指摘されており、

安心・安全面や利便性の面からも支障を来している状況であります。 

 こうした状況を一刻も早く解決するため、昨年度に実施されました市長選挙時の公約として、

５つのプロジェクトから構成される那須烏山市新生プロジェクトを上げさせていただいたとこ

ろであります。 

 このプロジェクトの推進に際しましては、２町合併後の新市のまちづくりに関する基本的な

方向性を示す新市建設計画を最大限に尊重し、烏山市街地を新本庁舎等の行政機能を含めた都

市拠点機能を誘導するエリアとし、そして南那須市街地を宇都宮市への近接性・福祉・教育・

文化といった公共施設の集積等、定住促進の中核として機能するエリアに位置づけ、２つの市

街地同士が相互に連携することで一体感の醸成を実現させたいと考えております。 

 その実現に向けては、烏山・南那須両市街地の核となるＪＲ烏山駅及びＪＲ大金駅を中心に、

公共施設の集約化や民間施設の誘導など、市街地の再生に向けた各種取組を加速させ、ＪＲ烏

山線の存続や新たなにぎわいの創出につなげていくことが、必要不可欠であります。 
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 御質問の優先順位につきましては、これまでもお答えさせていただきましたが、本市の

１０年後、２０年後先の将来を見据えたとき、本市を再生に導く屋台骨となる新庁舎整備を一

丁目一番地に据えた上で、関連するＪＲ烏山、大金駅を核とした市街地のリニューアルをはじ

め、子育て支援施設や市民交流スペースを備えた多世代交流施設や、総合スポーツ施設、そし

て防災公園等の整備について一体的検討を進めてまいります。 

 検討の着手に当たりましては、那須烏山市庁舎整備基本構想の策定の中で、那須烏山市庁舎

整備検討委員会から附帯意見として答申がありました、まちづくりのグランドデザイン（案）

を最大限に尊重しますとともに、昨年度に策定しました生涯学習施設個別施設計画や、現在作

業を進めております烏山駅周辺地区整備基本計画との整合性を図りながら、ＪＲ烏山駅・大金

駅を核とした新たなまちづくりの将来像を示す（仮称）駅前新風景創出計画を策定の上、市民

ニーズや財政状況を勘案しながら、計画的に進めてまいりたいと考えておりますので、御理解

のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  市長から答弁をいただきました。 

 １２月定例会においても、市長から、那須烏山市新生プロジェクトの中でも庁舎整備を一丁

目一番地に据え、一体的に検討を進めているとの答弁をいただきました。 

 今回も同様に、新庁舎整備を本市再生の屋台骨として位置づけ、ＪＲ烏山駅、大金駅を核と

した市街地のリニューアルや、各種施設整備を一体的に検討するとの答弁でございました。 

 私は庁舎整備そのものが不要だと申し上げているわけではないのですけれども、現在の分庁

舎方式や、老朽化した庁舎環境を考えれば、職員の皆様が働きやすい環境を備えることは行政

サービスの向上にもつながるものだと考えますし、市外から来庁される方や、関係各位の皆様

にも、本市の玄関口にふさわしい庁舎環境を整備したいという考えは理解できます。 

 市民にとって分かりにくいのは、これらの事業を、いつ、どの程度の費用をかけて進めてい

くかという点であります。 

 ５月号の広報なすからすやまでは、那須烏山市庁舎整備基本計画として建設予定地や施設内

容、概算事業費などが示されましたが、今年度に進められる予定の調査結果を踏まえ、内容の

見直しを行う余地があるのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  松鳥都市整備課長。 

○都市整備課長（松鳥和行）  ただいまの御質問に対しまして、お答えさせていただきます。 

 那須烏山市庁舎整備基本計画につきましては、設計業務の実施のために必要となる建設予定

地や施設機能、規模、配置などの条件や検討事項を記載しまして、整備に必要となる基本的な

方向性をまとめたものではございますが、具体的な内容まで検討したものではございません。 
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 したがいまして、今年度実施する各種調査の結果を踏まえた今後の検討によっては、施設機

能や規模、配置などに対しまして、見直しを行う可能性は多分にあるというふうに考えてござ

います。 

 一方、建設予定地につきましては、市民の皆様方や、市議会との丁寧な合意形成により決定

に至りました那須烏山市庁舎整備基本構想を最大限に尊重すべきものと考えてございまして、

現時点におきましては、変更することは考えてございません。 

 なお、庁舎機能と多世代交流機能を複合化した新庁舎の整備につきましては、本市の将来を

見据えたまちづくりの拠点、そして、市民の安全安心を守る防災の拠点として位置づけしてい

ることに揺らぎはなく、本市の都市活動全般にわたる中核を機能する烏山駅周辺での整備が最

善であると考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  見直しを行う可能性はありますが、予定地は変更を考えていないとい

うことをいただきました。 

 今回の市議会議員選挙に当たりまして、多くの市民の方と意見交換を行ったところでござい

ますが、南那須地区における行政手続の不安や物価高騰に伴う庁舎整備費の増大に対する懸念

など様々な意見がありました。 

 こういった声に対して今後どのように説明し、合意形成を図っていく考えなのか、お伺いい

たします。 

○議長（相馬正典）  松鳥都市整備課長。 

○都市整備課長（松鳥和行）  ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

 市民の声に丁寧に耳を傾けることは、非常に重要なことであると認識してございまして、こ

れまでも庁舎整備ニュースレターを発行するなど、市民に分かりやすい情報提供を行うほか、

タウンミーティングであったり移動市長室、職員出前講座など、市民と膝を交えた直接対話に

より、御理解いただけるよう合意形成に努めてきたところでございます。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり様々な御意見があるということも承知してございまして、

一つ一つ歩み寄りながら丁寧に市民の合意形成を図っていく必要があると認識してございます。 

 引き続き、適宜市民の方々に分かりやすい情報の発信と併せ、市民と直接対話の場を増やす

ことにより、疑念であったり、不安の払拭に努めてまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  引き続き、市民との合意形成に向けて努めていただきたいと思います。 
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 大金駅を中心とする市街地再生に向け、どのような事業を進めようとしているのか。具体的

な取組について、気にされている市民も多い状況でした。 

 そこで、（仮称）駅前新風景創出計画については、いつまでに策定する考えなのかお伺いい

たします。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  現在策定作業が進められております烏山駅周辺地区整備基本

計画に加えまして、那須烏山市庁舎整備基本構想の策定過程の中で検討されてきました、まち

づくりのグランドデザイン（案）や生涯学習施設個別施設計画を踏まえながら、ＪＲ烏山駅及

びＪＲ大金駅を核とした公共施設等の再編再配置のたたき台としてまとめてまいりたいと考え

てございます。 

 詳細につきましては、令和９年度から本格的な策定作業を行う第４次総合計画との整合を図

りながら、完成させるスケジュールを描いております。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  今後、第４次総合計画との整合を図りながら整理していくということ

でございますので、その推移を注意したいと思います。 

 次の質問に移ります。次に庁舎整備費に計上された各種調査の具体的な内容についてでござ

います。 

 本年度予算に計上された民間活力導入可能性調査及び用地物件調査等について、調査内容や

今後の進め方について具体的にお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  新庁舎整備費に計上された各種調査の具体的内容についてお答えいた

します。 

 民間活力導入可能性調査につきましては、那須烏山市庁舎整備基本計画を踏まえ、行政庁舎

機能に多世代交流機能を合築した複合施設の整備や維持管理、運営に対して民間活力を導入す

る可能性等を検証し、本市に最適な事業手法を選定するために有効な取組であり、民間事業者

の意見、要望及び参加意向を把握するためのサウンディング調査を行うとともに、費用対効果

を試算するＶＦＭ、バリュー・フォー・マネーの算定を実施していきたいと思っています。 

 現在は公募型プロポーザル方式による事業者選定を行っているところであり、年度末の業務

完了を目指し、作業を進めることとしております。 

 次に、用地及び物件調査につきましては、今後の用地取得や設計に必要となる基礎資料とす

るため、庁舎整備の建設予定地を含めた用地の境界及び面積などの権利関係や現存する建物及



令和８年第４回６月定例会 第２日 

－35－ 

び工作物の物件内容を把握する調査を実施するものであります。 

 現在想定している建設予定地に一部民有地が含まれておりますことから、関係する住民の

方々を対象とした説明会を開催するなど、慎重かつ丁寧に対応してまいる所存でありますので、

御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  烏山駅前での整備については、コンパクトシティや立地適正化計画と

の整合、また、国庫補助金等を活用するなど、一定のメリットがあるものと理解しております。 

 一方で市民からは、駅前は敷地が限られ、用地買収、道路整備、駐車場確保などに費用がか

かるのではないか。別の候補地の方が整備費用を抑えられるのではないかという声も聞いてお

ります。 

 本年度予算、庁舎整備費６,２０２万円には、烏山駅前ではなくほかの候補地について比較

検討する調査は含まれているのか、お伺いします。 

○議長（相馬正典）  松鳥都市整備課長。 

○都市整備課長（松鳥和行）  ただいまの質問にお答えします。 

 ほかの候補地と比較検討する調査費用は含まれておりません。なお、新庁舎整備の候補地に

つきましては、１０年後、２０年後先の将来を見据えた持続可能なまちづくりの推進に向け、

総合計画との整合や利便性、将来性、経済性、実現性の５つの視点を踏まえた総合的観点から

評価を行って選定したものでございます。 

 整備費用の多い少ないだけで候補地の設定を行っているわけではないということ。また、新

庁舎を中心市街地である烏山駅周辺地区に整備することは初期投資だけでは計り知れない大き

なポテンシャルと付加価値があるということを併せて御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  含まれていないということを御答弁いただきました。 

 多くの市民が、新庁舎整備により市民負担が増加することを心配しております。より分かり

やすく、国の有利な財源支援の措置の内容や財源確保について周知を図り、市民の不安払拭に

努める必要があると考えます。 

 不安払拭に向けた市の対応について伺います。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  お答えをいたします。 

 昨年度に策定いたしました、那須烏山市庁舎整備基本計画では、概算ではございますが

７４億８,０００万円と試算をしたところでございます。 
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 しかしながら、昨今の物価や労務費の高騰によりまして、事業費は今後も増加していくこと

が予想されます。市民の中には、新庁舎整備費用が増加することに伴いまして、将来の子供た

ちにツケを回すのではないかと危惧されているものと思料しております。 

 公共施設再編担当課長時におきましても、何度となく御説明をさせていただいておりますけ

れども、市民の経済的負担の増加を招くことがないように、行財政改革の徹底により財源を捻

出し、計画的な基金の積立てを行ってまいりました。 

 現時点においては、さらなる積み増しを行いまして、約５５億円分の基金の活用を見込んで

おりますが、さらに基金の積み増しを行いますとともに、都市構造再編集中支援事業や、公共

施設等適正管理推進事業債をはじめとする国、県の有利な財政支援措置を積極的に活用いたし

まして、可能な限り一般財源からの支出を圧縮し、市民負担の軽減に努めてまいります。 

 先ほど都市整備課長から、適宜、市民に分かりやすい情報の発信と併せまして、市民の直接

対話の場を増やすことにより、疑念や不安の払拭に努めてまいりたいとの答弁がございました

が、財源につきましても、市民に分かりやすく情報提供を行い、不安の払拭に努めてまいる考

えでございます。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  財源確保に向けた考え方、市民負担の増加を招かないように取り組む

姿勢については理解いたしました。 

 引き続き、市民に分かりやすい情報発信と丁寧な説明に努めていただきますことを期待いた

しまして、次の質問に移ります。 

 スポーツ施設整備の方向性についてでございます。緑地運動公園を含め、市内スポーツ施設

の老朽化や利用環境改善が求められている中、今後の整備方針について伺います。 

○議長（相馬正典）  内藤教育長。 

○教育長（内藤雅伸）  スポーツ施設整備の方向性についてお答えいたします。 

 本市のスポーツ施設は、その多くが築３０年を超えており、議員御指摘のとおり老朽化や設

備の旧式化が課題となっております。 

 これらの課題等の解決に向けては、昨年度に策定いたしました生涯学習施設個別施設計画の

中で、施設全体の長寿命化や統廃合等の方針を示しております。 

 今後につきましては、本計画に基づき、利用者の意見等を尊重しつつ将来を見据えた施設整

備の優先度を勘案しながら、利用環境の改善に努めてまいりますので、御理解のほどお願いい

たします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  市内２５生涯学習施設について改修や統廃合の方向性を施設ごとに定
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める生涯学習施設個別施設計画が策定されました。 

 その中で、多目的グラウンドや野球場がある緑地運動公園には、弓道とアーチェリーができ

る新施設を建築。陸上競技ができるように多目的グラウンドを改修する。洪水浸水想定区域内

に立地する岩子の南那須Ｂ＆Ｇ海洋センタープールは、当面改修しながら行う。一方、プール

だけでなく、体育館や多目的フロアも備えた総合体育館の整備を検討するとあります。 

 既存施設の有効活用の観点から、芝生のサッカー場または多目的グラウンドを整備する考え

はあるのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  それでは、お答えいたします。 

 芝生のグラウンドは、子供たちの競技環境の向上や、市民の健康づくりに有用であるとは考

えておりますが、一方で、芝を張ることで競技が限定される、維持管理に手間がかかるといっ

た側面もございます。 

 なお、既に大桶運動公園にサッカー場が１面取れる天然芝のグラウンドがありまして、生涯

学習施設個別施設計画において、新たに整備するのではなく、それを維持、保全管理していく

方針でございますので、御理解いただけますようお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  大桶運動公園のグラウンドにサッカー場があるということですけれど

も、あそこはナイター設備もないので、今後、暑い日も続くと思いますので、天然芝、人工芝

のグラウンド整備についても、将来的な検討の１つとしていただければと思います。 

 南那須Ｂ＆Ｇ海洋センターについての状況確認でございますが、１２月定例会で一般質問し

た際には、移設を含めた早急な対応が必要であり、整備については、構想策定の準備を進める

とのことで、財源についてはＢ＆Ｇ海洋センター助成金などの活用を情報収集するとの答弁で

ございました。 

 その後、策定に向けた検討はどの程度進んでいるのか、いつ頃までに示す考えなのか。改め

てお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  それでは、お答えいたします。 

 南那須Ｂ＆Ｇ海洋センタープールにつきましては、洪水浸水想定区域内に立地しているため、

移設を含めた早急な対応が求められておりまして、生涯学習施設個別施設計画においても、建

て替え、再整備の方針としているところでございます。 

 しかしながら、まちづくりのグランドデザイン（案）や、市全体の公共施設の再編と併せて、

検討を進める必要があることから、具体的な構想については、現段階においては明確に御説明
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できる状況ではございません。 

 なお、移転候補地等のめどが立つまでの間は、浸水対策を行いつつ、保全に努める考えでご

ざいますので、御理解いただけますようお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  まだ説明できる段階ではないということで理解いたしましたが、多目

的フロアも備えた総合体育館の整備については、どのような計画でどこに造る予定なのか、お

伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  それでは、お答えいたします。 

 総合体育館につきましては、生涯学習施設個別施設計画において、プールと多目的フロアを

併設する施設とする方針としておりまして、こちらも同様に、具体的な構想については現段階

においては明確に御説明できる状況ではございませんが、多方面から要望の高いテーマと認識

しておりますので、丁寧に相談しながら進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  総合体育館については年中利用できるプール機能も含めて、先ほど答

弁がありましたとおり、市民の皆様からも要望の多い施設でございますので、課題はあると思

いますけれども、ぜひ前向きに検討していただくことを期待いたしまして、次の質問に移りま

す。 

 老朽化施設及び未耐震施設への対応についてでございます。 

 公民館や図書館など、老朽化が進む公共施設や烏山体育館の今後の対応について、市の考え

をお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  内藤教育長。 

○教育長（内藤雅伸）  老朽化施設及び未耐震化施設への対応についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、スポーツ施設と同様に烏山公民館や烏山図書館をはじめ、生涯学習施

設の多くが老朽化し、耐震化も未実施の状況でございます。 

 境公民館、七合公民館、烏山体育館、烏山武道館、烏山弓道場につきましては、設備面にお

いて漏水等の不具合が生じたことなどにより、安全安心な利用環境の提供が困難となり、既に

利用を休止している状況です。 

 これらの施設の今後の対応につきましては、生涯学習施設個別施設計画に基づき、国の有利

な財政支援措置を活用しつつ計画的に進めてまいる所存ですので、御理解のほどお願いいたし

ます。 
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○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  生涯学習施設個別施設計画では、烏山公民館は新庁舎整備後に廃止し、

烏山図書館についても、新庁舎と南那須図書館に機能を分散させて廃止する方向性が示されて

おります。 

 烏山図書館について、単に施設を廃止するのではなく、歴史資料館や郷土資料館的な機能を

持たせることが考えられるのではないかと思いますけれども、見解をお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  それでは、お答えいたします。 

 烏山図書館につきましては、現在稼働している生涯学習施設の中でも最も古い施設の１つで

す。施設が古いだけではなく、耐震性にも若干憂慮するところではあり、老朽化に見合った修

繕を実施することが財政面から困難であると考えられるため、生涯学習施設個別施設計画にお

いて、集約化、複合化により施設を解体廃止する方針としているところでございます。 

 また、国史跡の指定を受けた烏山城跡を紹介するガイダンス施設の整備に向けた検討も必要

であることから、まちづくりのグランドデザイン（案）も参考にしながら、歴史資料館との複

合化も含めて検討を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解いただけますようよろし

くお願いします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  烏山図書館ですけれども、単に解体するのではなくて、まずは集約化

前にでも利用可能か検討していただければと思います。烏山城跡も近くですので、何か利用で

きればと思いました。 

 次に、烏山体育館について今後どのような方針で対応するのか。解体を予定しているのであ

れば、いつ頃をめどにする考えなのか。また、跡地利用についてどのように考えているのか、

お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  お答えいたします。 

 現在休館中の烏山体育館につきましては、単体で考えるのではなくて、烏山公民館や烏山武

道館及び弓道場、そして旧健康管理センターを含めた中央公園全体の在り方につきまして、検

討を行う必要があると考えております。 

 現在、烏山駅周辺地区整備基本計画の策定が進められておりまして、解体や跡地利用につき

ましては、計画策定の中で検討を行い、方針を見いだすこととしております。 

 御理解いただきますようにお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 
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○７番（髙木洋一）  烏山体育館は、市民から今後どうするのかという声を聞いております。

防犯、景観からの観点からも、時期が来たら、速やかに市民に説明していただきたいと思いま

す。 

 次の質問に移ります。小・中学校体育館への空調整備についてでございます。 

 猛暑による熱中症対策や、避難所機能強化の観点から、小中学校体育館への空調整備を早急

に進める必要があると考えますが、今後の整備方針についてお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  小中学校体育館の空調整備についてお答えいたします。 

 議員御質問の小中学校体育館の空調整備については、私の公約の１つに掲げているところで

ございますので、私からお答えさせていただきます。 

 近年の酷暑の影響により、小中学校においては、児童生徒の指導等に支障を来している状況

があります。 

 そのため、児童生徒の体温を下げるための応急処置としまして、昨年５月には市内全小中学

校にスポットクーラー及び大型扇風機を導入しましたが、抜本的な解消には至っておりません。 

 こうした状況の中、屋内体育館施設への空調整備に係る国庫補助金の交付要件が緩和された

ほか、市学校長会からも、早急な空調整備を強く要望されておりますところで、その必要性を

強く感じているところであります。 

 こうした経過を受け、昨年度提出されました学校適正規模・適正配置に関する答申書を勘案

しながら、各小中学校の体育館の利用状況を踏まえ、早急な整備方針の策定に着手してまいり

ますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  今年度の予算では、学校体育館の空調整備について、整備手法や次年

度計画を検討とありますが、ゼロ予算での対応となっております。 

 しかし、猛暑による熱中症対策や避難所機能強化を考えると早急な対策が必要であり、少な

くとも、整備手法や概算事業費、電気設備の確認などを行う調査費だけでも計上すべきだった

のではないかと考えます。 

 今年度中の設置は難しいのか、また、当初予算で難しい場合でも、補正予算により調査費や

一部整備費を計上する考えはないのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  お答えいたします。 

 今年度につきましては、先ほど議員からもおっしゃっていたとおり、令和９年度からの順次

設置に向けて、整備手法や年次計画を示した方針を策定することとしております。 
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 なお、令和９年度の設置に向けまして、今年度内に空調整備に係る設計費に関する補正予算

の計上等の検討を今進めておりますので、御理解をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  今年度中に、設計費に関する補正を組むことで検討を進めているとの

ことでございました。 

 公約として上げた以上、市民に対して、いつまでに方針を示し、いつ頃までに整備するのか

を明確にする必要があると考えます。整備完了までの目標時期をどのように考えているのか、

改めてお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  お答えいたします。 

 整備完了までの目標時期につきましては、現在、学校教育課内で整備方針案の策定に取り組

んでおります。 

 その後、関係各課との協議を行うとしておりますので、時期につきましては、もう少しお待

ちください。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  承知いたしました。ぜひ、優先順位と計画を明確にして、遅れること

なく整備を進めていただくことを希望、期待いたしまして、次の質問に移ります。 

 農政に関わる補助事業等についてでございます。 

 本市において農業は重要な基幹産業であり、地域経済や景観維持、環境保全の面でも大きな

役割を担っております。しかし近年は、物価高騰による燃料費や資材費の上昇に加え、担い手

不足や高齢化、農地維持管理の負担増など、多くの課題を抱えております。また、草刈り等の

維持管理は農地保全だけでなく、道路沿線や地域環境の美化、防災面にもつながる重要な取組

であります。 

 さらに、昨年度の市内一斉しば焼きについては、実施主体単位での届出や河川敷、堤防では

実施しない方針が示されたことから、今後の運用方針も含め順番にお伺いいたします。 

 まず、農業従事者への支援制度及び刈り払い機等への補助の考え方についてでございます。

資材価格や燃料費等が高騰する中、農業従事者に対する現在の支援制度や補助内容について伺

います。 

 また、草刈りは農地保全や地域環境美化にもつながることから、刈り払い機や燃料、チップ

ソー等への補助についての市の考えをお伺いいたします。 
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○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  農業従事者への支援や補助制度についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、資材価格等が高騰する中、本市としましては、農業従事者や新規就農

者のニーズを踏まえた、市独自の園芸対策事業費補助金や国の補助制度を活用した農業者物価

高騰対策交付金といった補助メニューを設けております。他市町と比較しても遜色のない程度

の活用を図っているところであります。 

 一方で農業の担い手不足や高齢化の進行など、地域農業の継続に大きな影響を生じる課題が

散見しており、持続可能な農業に向けての抜本的対策への着手が急務であると思っております。 

 こうした課題の解決に向けて、仮称ではありますが、稼ぐ農業創出実行委員会を設置し、稼

ぐ農業への転換に向けた本格的議論に着手することとしております。 

 この検討過程において、スマート農業の推進も見据え、御質問のありました刈り払い機や燃

料、チップソー等への補助も含めた財政支援措置につきましても検討を進めてまいりたいと思

いますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  答弁いただきました。 

 稼ぐ農業創出実行委員会の設置につきましては、市長の公約でもございます。１２月定例会

の一般質問の際にも答弁いただいた内容ですけれども、具体的にどこまで進んでいるのか、現

在の具体的な進捗をお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 稼ぐ農業創出実行委員会の進捗状況についてお答えいたします。実行委員会の立ち上げに先

立ちまして、本市の農業の課題や今後の方向性につきまして意見を聴取するため、若手農業者

や新規就農者によりますワークショップを開催することで準備を進めてまいっております。ま

ず今月、第１回目を開催する予定でございます。 

 このワークショップにおきましては、本市の地域特性を生かした重点作物の選定など、稼ぐ

農業への転換へ向けたアイデアについて検討を行う予定でございます。 

 こうした意見を踏まえまして、今年度、実行委員会を立ち上げ、より実現性の高い農業施策

の展開に努めてまいりたいと考えてございますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  ぜひ、現場の声や、これからの農業を担う若い農業者を実行委員会に

入れて進めていただければと思います。 

 刈り払い機への補助についてでございますけれども、那珂川町では、那珂川町農作業省力化
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対策事業補助金として、農作業省力化で機械の導入経費に対する補助制度を実施しており、補

助率２分の１、上限額は対象機器にもよりますけれども、最大５０万円を実施したと伺ってお

ります。町民にも好評で、那須烏山市にもぜひ実施してほしいという声を聞いております。 

 農業全体への大規模な補助が難しいとしても、まずは、例えば刈り払い機や燃料、チップソ

ー等への支援について、小規模でも制度化を検討する考えがあるのか、ないのか、お伺いいた

します。 

○議長（相馬正典）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 議員の御指摘どおり、小規模でも制度化を進めることは重要な視点であると認識してござい

ます。持続可能な農業の実現に向けましては、先ほど申し上げました稼ぐ農業創出実行委員会

におきましても、稼ぐ農業への転換へ向けた抜本的な対策を検討していくこととしてございま

す。 

 刈り払い機や燃料等への支援についても、この新しい農業施策の全体像の中に位置づけ、整

合性を保ちながら検討を進めていきたいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  農政に関わる補助は対象範囲が広くて、大きな財政負担を伴う場合も

ありますので、すぐに実施することは難しい部分もあるかと思いますけれども、市民目線で前

向きに検討いただければと思います。 

 次の質問に移ります。一斉しば焼きの実施方針及び今年度要領の方向性についてでございま

す。 

 昨年度の一斉しば焼きの実施状況を踏まえ、今年度以降の実施要領や運用方針についてお伺

いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  一斉しば焼きの今後の実施方針についてお答えいたします。 

 しば焼きにつきましては、市が実施要領を定め、自治会等が主体となって実施されてきまし

た。 

 本来の目的は、病害虫防除のためではあるものの、一部運用ルールが守られず、昨年度に行

われました一斉しば焼きでは、出火による消防署・消防団の出動を９件把握しているほか、県

道宇都宮那須烏山線の防草シートを焼失させた物損事故が１件ございました。 

 また、過去には、他県から防災ヘリが出動するといった大規模な林野火災が発生したほか、

橋梁に添架されました水道管に延焼し、地域のライフラインに被害が生じたこともあります。 
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 一方、他市町では、火災による死亡事故が発生したとの情報も報告されております。 

 このような状況の中で、栃木県からは、水稲の病害虫については薬剤の使用等により防除が

可能であることから、しば焼きは必ずしも適切な防除対策とは言えないとして、しば焼き以外

の方法による病害虫防除対策の指導を求められております。県内でも、しば焼きの実施を見送

る動向が見られております。 

 本市としましても、こうした動向を注視しつつ、慎重に検討を行ってまいる考えであります。

これは結構大きな問題なので、丁寧にいろいろな話合いを持って進めていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  市としては、様々なリスクや、必ずしも必要ではないということでご

ざいますけれども、一斉しば焼きは農地や畦畔、道路沿線等の維持管理や病害虫対策など、地

域の慣行として実施されてきたものだと認識しております。 

 今年度以降の実施要領や運用方針をどのように整理して周知していくのか。お伺いいたしま

す。 

○議長（相馬正典）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  議員御指摘のとおり、一斉しば焼きは地域の慣行として実施され

てきたものと認識してございます。 

 しかしながら、火災のリスクといった課題及び栃木県からの指導を踏まえ、現在、しば焼き

の在り方について整理を進めているところでございます。 

 御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  昨年度は河川敷や堤防では一斉しば焼きを実施しない方針が示された

と認識しております。 

 今年度以降の実施要領では、河川敷や堤防について一律に実施しない方向なのか、それとも

安全管理体制や関係各位などと調整をすれば実施可能なのか、実施可能とする余地があるのか、

お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  小口農政課長。 

○農政課長（小口正一）  繰り返しになってしまいますが、現在、それらも含めまして、し

ば焼きの在り方について整理を進めているところでございますので、御理解のほどをよろしく

お願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  しば焼きは火災のリスクがあることは承知しておりますが、河川も実
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施したいという声を聞いておりますので、ぜひ市民に分かりやすく、納得のいける形で進めて

いただけるように期待いたしまして、次の質問に移ります。 

 市民秋まつりについてでございます。昨年度、市政２０周年記念秋まつりが開催され、伝統

芸能の共演や各種団体による催し、花火大会など、多くの市民が参加する大規模なイベントと

なりました。 

 本年度予算には、市民秋まつり実行委員会の補助金が計上されておりますが、昨年度との実

施内容の違いや、どのような形で開催を予定しているのか。 

 また、旧南那須地区で開催されていた、いかんべ祭に代わる地域イベントとして今後どのよ

うに位置づけ、継続していく考えなのか、順番にお伺いいたします。 

 まずは市民秋まつりの実施内容について、本年度予算に計上された市民秋まつり実行委員会

への補助金の内容や、今年度の実施概要、昨年度との違いについて伺います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  本年度市民秋まつりの実施内容等についてお答えいたします。 

 市民秋まつりにつきましては、昨年度、市制２０周年を記念し、市のさらなる融和融合を図

るため、商工会まつりやつながるフェスタと一本化した、大規模なイベントとして開催いたし

ました。 

 本年度の実施内容や開催時期、また、会場などにつきましては、新たに実行委員会を組織し、

その中で検討していくこととしておりますが、昨年度に引き続き、すばらしい市民秋まつりに

なるように鋭意努力させていただきたいと思いますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  市長答弁のとおり、市制２０周年記念行事といたしまして、商工会ま

つり、つながるフェスタ、花火大会など多くの催しが行われましたが、今年度予算には、観光

振興費といたしまして、市民秋まつり実行委員会の補助金６５０万円が新規に計上されており

ます。 

 この補助金の使途や積算根拠、協賛金等を含めた事業費全体の考え方についてお伺いいたし

ます。 

○議長（相馬正典）  髙野商工観光課長。 

○商工観光課長（髙野成彰）  ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 先ほど市長から答弁もございましたとおりなのですが、現在は市民秋まつり実行委員会を組

織してございませんので、事業の内容、それから事業費等々につきまして、現時点において未

定でございます。 

 御理解をお願い申し上げたいと思います。 
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○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  未定ということで承知いたしました。 

 今年の市民秋まつりについて、開催の時期、会場や実施主体、主な内容はどのように予定さ

れているのか、また、昨年度実施した山あげ、塙の天祭、そして、花火大会が実施されました

けれども、こちらも未定ということでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  髙野商工観光課長。 

○商工観光課長（髙野成彰）  大変恐縮でございますが、未定ということなのですけれども、

秋まつりでございますので、暦の上では９月から１０月、１１月その３か月のどこかで開催を

したいというふうに考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  方向性が決まりましたら、市民にお示しいただきたいと思います。 

 また、２０周年記念事業として行った秋まつりなのですけれども、大いに盛り上がりました

が、運営側や来場者から、責任者や窓口がどこなのか、誰に聞いてよいか分からないという声

を聞いております。今年は、このような混乱がないように進めていただきたいと思います。 

 それでは、最後の質問に移ります。市民秋まつりの今後の方向性についてでございます。市

民融和や地域活性化の観点から、旧南那須地区で開催されていた、いかんべ祭に代わる地域イ

ベントとして市民秋まつりを今後どのように位置づけ、継続していく考えなのかお伺いいたし

ます。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市民秋まつりの今後の方向性についてお答えいたします。 

 方向性につきましても、新たに組織する実行委員会の中で十分検討することになると思いま

す。 

 昨年開催しました市制２０周年記念秋まつりの実績や成果を踏まえ、本市の融和融合につな

がり、市民に楽しんでもらえるにぎわい創出の場としていきたいと考えております。 

 また、市民秋まつりの開催につきましても、自立的・継続的な運営を目指す実行委員会の体

制づくりも重要であると考えておりますので、方向性と併せて、同時並行で検討してまいる所

存でありますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  旧南那須地区で開催されていた、いかんべ祭は、ステージ発表、パレ

ード、各種団体の参加、花火大会などを通じて、地域住民に長く親しまれた祭りでございまし

た。 
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 市として、いかんべ祭が果たしてきた地域イベントとしての役割をどのように認識している

のかお伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  髙野商工観光課長。 

○商工観光課長（髙野成彰）  ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 実行委員会が主体となりまして、いかんべ祭、天空の光、伝統の響き、創造の力、こちらを

テーマに、まちを挙げて繰り広げられた夏の最後を飾る音と光のイベントであり、子供たちに

夢と希望を与えたお祭りだというふうに認識をしております。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  昨年度実施の市民秋まつりは、旧南那須町民や地元住民からも好評で

ございまして、いかんべ祭に代わる新たなイベントとして期待する声を聞いております。 

 市として、市民秋まつりをいかんべ祭の役割を継承するイベントとして位置づける考えはあ

るのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  髙野商工観光課長。 

○商工観光課長（髙野成彰）  ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 いかんべ祭の実行委員会のように、企画から実施まで主体的にイベントに関わっていただけ

る体制を見習っていきたいというふうに思っています。 

 また、持続可能なにぎわいのある市民自慢の祭りに成長してほしいと思っております。 

○議長（相馬正典）  ７番髙木洋一議員。 

○７番（髙木洋一）  ぜひ、市民秋まつりについては、昨年度の成果を生かして、いかんべ

祭で培われた地域のつながりを引き継ぎながら、市民融和と地域活性化につながる、自慢でき

る行事として継続していただきたいと思います。 

 今回の一般質問は、公共施設整備、農政に関わる補助事業、そして市民秋まつりについて質

問させていただきました。 

 これらは、さきの市議会議員選挙を通じて市民の皆様から直接いただいた意見や、御質問を

基に取り上げたものでございます。今後も、市民の声を丁寧に受け止め、持続可能で活力ある

那須烏山市の実現に向けて取り組んでいただくことを御期待申し上げまして、私の一般質問を

終わります。 

○議長（相馬正典）  以上で、７番髙木洋一議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１１時１０分といたします。 

休憩 午前１０時５９分 
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再開 午前１１時１０分 

○議長（相馬正典）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから行われる５番佐々木豊議員の一般質問に関しまして、市執行部から答弁に関する資

料の持込みについて申出がございました。 

 議長においてこれを許可いたしましたので、あらかじめ御了承願います。 

 通告に基づき、５番佐々木豊議員の発言を許します。 

 ５番佐々木豊議員。 

〔５番 佐々木 豊 登壇〕 

○５番（佐々木 豊）  皆さん、こんにちは。議長に発言の機会をお許しいただいたので、

質問をさせていただきたいと思います。 

 議場にお越しの市民の皆様、選挙期間、議会、そして最終的に市民サービスの向上へとつな

がる橋渡しが議員と考えております。 

 ユーチューブで御覧の方もいらっしゃると思うのですけれども、実際に議場へお足運びをい

ただき、この場を共有していただけることに感謝いたします。ありがとうございます。それで

は、一般質問にまいりたいと思います。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  一般質問１問目なのですが、市は、市庁舎建て替えを計画し、１年

間市民の声を聴くとしています。しかし、着工前に行うべき地下資源・温泉ポテンシャル調査

の実施状況が市民に説明されていないかと存じます。 

 地下資源の調査は、ここに住まう者、市民として財産を守る当然の手順であり、もし、未実

施であれば、計画の再検討が必要と考え、市の見解を伺います。 

 ①市庁舎建て替え予定地における地下資源・温泉ポテンシャル調査は実施されたか、お伺い

します。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  地下資源・温泉ポテンシャル調査の実施についてお答えいたします。 

 新庁舎整備に向けましては、昨年度に策定した那須烏山市庁舎整備基本計画において、新庁

舎の具体的機能を検討してまいりました。 

 その検討段階において、温泉施設の整備に関しましては、特段市民からの要望等がなかった

ため、当該計画には盛り込んでおりません。 

 したがいまして、地下資源・温泉ポテンシャル調査については実施しておりませんので、御

理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 
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○５番（佐々木 豊）  １年間、市民との対話ということがありましたので、その１年間が

いつからいつを示すのか知りたいのと、お尻があれば、締切り、どこら辺で市民の声を反映す

るぎりぎりのラインなのか、もし、お教えいただければありがたいと思います。 

○議長（相馬正典）  答弁できますか。 

 関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  １年間という部分でございますけれども、庁舎整備につきま

しては非常にデリケートな問題でございますので、日にちを切って１年間ということで進めて

いるわけではございません。やはり都度都度、そのときの事情に応じまして、市民の意見を聞

くということは大変重要になってございます。 

 恐らく、その１年という部分につきましては、今年度、都市整備課において実施しておりま

す民間活力導入可能性調査、こちらを今年度の事業として実施するというところを踏まえてお

っしゃっておられるのかもしれませんけれども、庁舎整備につきましては、年度を区切ってや

るというものではなく、適時のタイミングで、丁寧に進めさせていただこうと考えております。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  分かりました。 

 それでは、それとまた、後で触れるかもしれませんが、２番目の質問に移りたいと思います。

ありがとうございます。 

 未実施の場合の、これは私のアイデアの提供でございますけれども、非破壊、割と分かりや

すいのが痛くないマンモグラフィーというのをテレビの報道で聞いたことがある方も多いと思

うのですけれども、神戸大学の木村建次郎博士の、波動散乱の逆問題を解決した数学者の方の

知見を使いますと、例えば今、リチウムイオン電池が発火するのも、この方の発明により、触

らなくても、ベルトコンベヤーで電池が流れていくと、これはまずいなというのが分かってピ

ーピーと鳴ったら取り出す。これによって、すごく発火が火事が減っているそうなのです。 

 この技術を使ったときに、もしかすると、地質調査は大変な作業だと思います、こういうも

のを、技術を導入する意向があるか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  地下構造調査の実施の意向についてお答えいたします。 

 昨年度に策定しました那須烏山市庁舎整備基本計画におきまして、１階には図書館や子育て

支援及び市民交流機能、そして学習室を備えた多世代交流施設の合築とする案をまとめたとこ

ろであり、今後、那須烏山市庁舎整備基本計画に基づき、具現化を図ってまいります。 

 温泉施設の整備、先ほど答弁したとおり当該計画で想定しているものではございませんので、

今後地下構造調査を実施する予定は今のところございません。 
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○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  それでは、今の答弁を基にしまして、温泉地熱資源が確認された場

合、市庁舎複合施設設計に温浴・エネルギー活用機能を加える検討を行う考えはあるかという

質問を取り下げたいと思います。 

 そして、今度４番目になるのですけれども、調査を実施せずに着工することは、市民への説

明責任、あとは先ほどお話しした市の持つポテンシャルの調査に対して少々残念だなと個人的

に思います。これに対して、私は不十分と考えますが、予算のこともあるかもしれませんが、

市長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市民への説明責任についてお答えいたします。 

 那須烏山市庁舎整備基本計画につきましては、市民と直接膝を交えた意見交換により積み上

げてきたものであり、その結果につきましては、市民の皆様に丁寧に説明してきたところであ

ります。 

 したがいまして、市民への説明責任は、地下資源・温泉ポテンシャル調査を実施しなくても

十分に果たせているものと思います。 

 また、庁舎に対して、温泉が必要という御意見はいただいておりませんので、今後ほかの施

設に関しては出てくるかもしれませんので、そのときに再検討させていただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  とても分かりやすかったです。 

 私としましては、やはり那須烏山というものがどれだけ地面の下にいろいろなすてきなもの

が埋まっているのではないかというのは、水に関しましても、もう一つのお店がある大田原で

は、ボーリングを深くしないと水が出ない。しかし、那須野が原の扇状端である黒羽、湯津上、

那須烏山市においては、水がとても豊富です。 

 このことも含めて、市民がここに住まうことを楽しい、ありがたいと感謝すること、そちら

につながることも踏まえながら私は常々、これを表現していきたいと思います。 

 そしてもう一つお願いがございます。最低限の穴を掘ったボーリング調査はすると思われま

すが、ボーリングコアというものが取れるのですが、大体この地域ですと１メートル掘ると

１万年、２メートル掘ると２万年、ジオパークをやっている方には本当に蛇足な話ですけれど

も、古代からの地質が保存されております。これに対して、保存するという意向があるかお伺

いしたいです。 

○議長（相馬正典）  通告外なのですけれども。次お願いします。 

○５番（佐々木 豊）  通告外なので次へいきます。 
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 続きまして、市内幹線道路における大型車追突危険路線の実態と那須烏山市市民交通安全宣

言についてなのですけれども、令和６年の那須烏山市の交通事故統計では発生件数、負傷者数

は県内最小２５位であるにもかかわらず、死者数は、県内９位という残念な結果になっていま

す。深刻な乖離があると考えます。 

 件数は少ないが、起きた場合に死亡したり、重篤な事故があるという潜在的な危険性が市内

に潜んでいないかと考えています。 

 幹線道路での大型車の追突が主因の１つと考えられます。テレビでもそのような事故がとき

に放映されるわけなのですが、市として危険路線の独自調査、把握が行われているか不明であ

るために、また、２０２４年の道路交通法改正で自転車の義務、法律の変更が１００を超えま

した。 

 それは、ながらスマホや横断の仕方、赤信号無視など、当然のこと、強化された罰則もある

のですが、黄色い線のところで大型車が自転車を追い越すことができない路線があるのは皆さ

ん御存じだと思うのですけれども、自転車が車道に逆に追いやられていると。言葉は悪いかも

しれませんが、ときに歩道に避難して難を逃れたことが、皆様、自転車通勤、自転車通学で

１度や２度は感じたことがあると思います。水がばしゃっとかかるので歩道に逃げたいときも

あると思いますが、今はこれが違反となっております。 

 そうしますと、具体的な例を挙げますと、黄色い線のところを、那須烏山市でも何か所か思

い浮かぶのですけれども、そこを自転車が走っている。坂道で少し上り坂だと、すごく遅いと

思います。そこから、後続から大型のトラックがきたときに違反をしないと、この自転車をパ

スできない、追い越せない。こういう状況が生まれることがもう決定的だと私は考えています。 

 これに対して危惧するところがありますので、皆さんの中で実際に対策したりとか、国に対

して那須烏山市は、こういう危険性があるというようなことを国に訴える。そういうことに対

して、もしかすると、まだ考えていないのではないかと思いまして、まず１番目です。 

 大型車の追突リスクが高い市内危険路線を、独自に調査把握しているか。危険路線として認

定している区間は存在するかをお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市内危険路線についてお答えいたします。 

 危険路線の実態把握等については、調整や認定は実施しておりません。 

 栃木県警察では、交通事故発生状況等を地図にまとめた、こちらがルリちゃんパトロールま

っぷというのですが、これがホームページ上に公開されております。最初に冒頭に言わせても

らったこういうもので、皆さんの携帯などにも、取り寄せると一覧で出てきます。この辺のこ

とを活用していただいて、注意喚起を行っているところであります。 
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 また、引き続き市民の交通安全に対する意識向上にも努めてまいりますので、御理解のほど

お願いしたいと思います。 

 このマップのことも今回こういうことで、公に表現できますと、理解していただいたり、初

めて気がつく方もいらっしゃると思うので、いい機会を与えてくれたと思っております。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  勉強になりました。そちらも活用しながら、私も議員活動をしてい

きたいと思います。 

 続きまして、２番目、市として路線別、車種別の独自データを保有しているか。栃木県警察、

国土交通省への情報提供要請を行ったことがあるかお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市独自の交通事故データの保有等についてお答えいたします。 

 議員の御質問の交通事故データにつきましては、警察組織における交通部の所管業務であり、

市で直接管理するものではないため、国や県に対して情報提供を要請したことはございません。 

 先ほどの答弁と重複しますが、引き続き、栃木県、警察のルリちゃんパトロールまっぷを周

知することにより、市民の交通安全に対する意識向上にも努めてまいる所存であります。 

 これには３種類ぐらいありまして、交通事故の場所と、あと動物が目撃されたとか、そうい

うのまで出ておりますので、活用していただけるとありがたいと思っております。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  重複した説明を市長にお願いして大変申し訳ありません。よく分か

りました。 

 続きまして、３番の質問なのですが、自転車への義務強化と、後続車両規制ゼロ、ぱっと言

うと分からないと思うのですけれども、自転車は規制するがトラックは規制しないというのは、

非対称性とよく専門用語で言いますけれども、少しおかしくはないですかということで、これ

は市民の方も、自分のお子さんが通学する中、気をつけなければいけないねという話をする。 

 そして、運転士さんも、もちろんトラック協会など、いろいろな方があるので、こういう法

律が変われば気をつけなければいけないという、もちろん啓蒙はしていると思います。 

 これを市として、分かりやすく、先ほどの２５位ながら９番目になってしまった死亡事故が

ある自治体としては、それをお知らせするのが使命であると、そのようなお考えがもしあれば、

渡辺真太朗議員の誕生もあり、国に対して地方では今こういうことが起きていますというよう

なことを国に意見を発する意思はあるかお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  道路交通法の改正による自転車への規制強化に伴う国への要望につい
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てお答えいたします。 

 自転車への規制が強化された一方で、車両への自転車保護に関する規制が十分でないことの

御指摘については、現時点で市民から同様の御意見はいただいていない状況であります。 

 その状況を鑑みると、国への要望につきましては、現時点においては考えておりませんが、

今後、実際に、道路交通法が改正される上で、いろいろなことが出てくるかもしれませんので、

そのときにもう１回検討させていただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  ここで繰り返しの答弁になって大変申し訳ないのですが、ルリちゃ

んパトロールまっぷ、いいものを教えていただきました。 

 これをベースにして、④の質問に移りますが、市内危険路線の独自調査、市民への周知、国

への意見書の提出を柱とする市民交通安全宣言を、ルリちゃんパトロールまっぷを活用した後

に、データの集積が行われた後に行う考えはあるかお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市民交通安全宣言についてお答えいたします。 

 本市では交通安全推進の施策として、交通安全教室の実施をはじめ、通学路の合同点検、交

通指導員による街頭指導、小中学生の交通安全グッズの配付など、様々な取組もしています。 

 また、高齢者への交通安全の教室を開いたり、グラウンドゴルフのときの大会の後に警察と

共同して行ったりなど、様々な対策はさせていただいています。 

 その結果、人口比における交通事故件数は県内でも最も少ない水準に維持しておることだと

思っております。 

 議員御提案の市民交通安全宣言につきましては、市民からの要望や、また、市全体として機

運が高まりましたら、その内容も踏まえて検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  那須野が原の下那須、上那須も含めまして、かつて古代より、この

地域で一番の中心地であったことがある那須烏山市から、交通安全という、子を思う親、今回

の選挙に関しても、子供のために、未来のためにということで、我々新人議員も当選させてい

ただいていると考えておりますので、ぜひ、安全に関して、さらなる邁進を、私たち議員も協

力しますので、一緒にやっていきたいと思います。 

 続きまして３の市民の光熱費削減に向けた生活改善情報の周知体制について質問したいと思

います。 

 これに関して私が選挙のときに、経済を豊かにするということでお話をしてきたのですが、
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やはり入る前から、市の行政に関わる前から、財源がないと何もできないことは、商売をやっ

てきた私としては存じております。 

 では、まずはお金をかけなくてもできることはないだろうかというところで、お店でも、地

下水がおいしくて、蛇口をひねればミネラルウオーターが出るという、そういうキャッチフレ

ーズで、お客様にも水がおいしいねと言われたら、そういうお話をしてまいりました。 

 その中で、エネルギー価格高騰により、市民の生活費負担が増大している。これは先ほども

皆さん、お話しされたとおりでございます。 

 補助金、給付金に加えて、予算ゼロで今日から実践できる省エネ生活習慣、これを市として

積極的に周知すべきではないかと思い至り、ここに質問するのですが、那須烏山市の水道水源

は地下水がほとんどです。地下水が多いです。その中で、年間水温データを市が把握、活用す

ることで、市民の光熱費削減に直結する生活改善情報を提供できる。 

 また、省エネ習慣の周知は熱中症対策、火災初期消火、カビ防止など、生活安全全般とも連

動する、これは民度が上がるということで考えていただいて、個別のこれは一体どうなのだろ

うということに関しては添付した書類があるので、皆さん、議員の仲間の方もそれを見ていた

だければ御理解いただけるかと思うのですが、市として費用をかけずに、市民の実質的な手取

り増加と、安心・安全に貢献できる周知体制を整備すると、以下のことが実現できるのではな

いかと思いましてお伺いします。 

 まず、①です。本市の水道水の年間水温データを把握しているか。また、市民向け省エネ情

報として活用する考えはあるかお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  水道水の年間水温データの把握と活用についてお答えいたします。 

 水道水の年間水温データにつきましては、毎月市で実施する水質検査時に計測し、集計した

結果を市ホームページに掲載しております。 

 市民の方々が省エネの一助として活用いただければそれは幸いだと思っております。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  添付した資料にも書いてあるのですけれども、こちらのデータを市

の方から実は提供いただきまして、それで再計算したところ、質問の通告と私の調査が少しず

れているところがあります。通告をしてから調べて、それから、データを添付させてもらった

ので、少し、おやっと思うところがあるかもしれませんが、立派なデータをお持ちでした。そ

れに基づいて計算したところ、１つの例として、夏は気温が３０度近くなるので、お水をため

ておいてから沸かしていただくと、かなりガスの節約になるなと。これがため水式に、沸かし

直しができないおうちでも、ある程度有効であることが分かりました。大体一世帯で１か月
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１,０００円ぐらいガス代が節約するのではないかという試算を得ました。 

 もちろん冬は、宇都宮市民であったことがあるのですが、１０度以下になる冷たい水を沸か

したときに、ガス代は那須烏山市よりも当然多くかかります。これをもって先ほど私が、那須

烏山市に住むだけでお得なのですよという、これが根拠ではありますが、那須烏山市に住んで

いる時点で、光熱費が少しほかの自治体よりも少ない可能性があり、または、おいしいお水が

飲めることをアピールしたい考えもあって、その周知の内容というのは、実際にあれをしなさ

い、これをしなさいだけではありません。我々がいかに優れた郷土に住んでいるか、暮らして

いるかも踏まえて周知活動を、もしお願いできればという意図でございます。 

 続きまして、今、話したことなのですが、予算措置が不要で、市民が今日から実践できる省

エネ生活習慣について、市の広報、ここはポイントなのですが、ＬＩＮＥなど、こういう公式

的なもの、自治会回覧板等を活用した周知を行う考えはあるかお伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  広報紙等を活用した省エネ生活習慣の周知についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、エネルギー価格の不安定化や気候変動対策という現代社会が直面する

難局に対し、省エネの普及啓発は重要であると認識しております。 

 本市におきましても、国からの要請を受け、省エネに関するリーフレットにつきまして、市

ホームページをはじめ、市公式ＬＩＮＥや自治会回覧、様々な広報媒体を活用するなど周知に

努めておりますことを御理解していただきながら、今後もそういう情報がありましたら、発信

していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  市民の側から、実際にそのような周知により郷土に誇りを持てた、

そういう声が出る日を楽しみにしながら、また県外に、もしくは近隣に流出してしまった、引

っ越しをしてしまった元那須烏山市民が、自分のところは引っ越してしまったけれども、こう

いういいところがあるのよというのを知人や隣人にお伝えしていただくような、そういうとこ

ろで今の御議論が完結するような、それで私たちは、意を得たというところで、みんなで祝杯

を上げられるようになるまで頑張ってやっていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 ３番の質問はこれで終わります。 

 続きまして、地域通貨を活用した域内循環型経済の導入についてなのですけれども、最初に

私がここにこだわる理由をまず、御説明させていただきます。 

 お亡くなりになってしまった浜村屋さんの御主人に、議員さんとともに経済産業省に行き、

プレミアム商品券のレクチャーを受けたのだけれども、そのときに８回使用するといいのだよ

ねと、なかなか難しい。でも、地域に帰ったら８回使用をぜひ検討してください。経済はよく
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なりますよということをお話をされて、最初に、政治のことを熱く語られた件がそのことだっ

たので、すごく心に残っております。 

 なので私は、自分が考える地域通貨に固執するわけではなく、経済産業省の人が我々に一体

何を伝えたかったのか。どうやると自治体の地域の経済がよくなるのか。工夫をして考えるよ

うなきっかけをくれたと思うので、私なりに考えたものを質問をしているその中身を御披露し

たいと思うのですけれども、まず、①なのですが、円を固定費の守りに、これは少し分かりづ

らいと思います。日々、ローンを払ったり、税金を納めたりするのに円が必要です。 

 私ども、私ごとで弊社は、恐縮なのですけれども、地域通貨とは言いませんが、メルマガカ

ードというカードを発行して、それを集めていただくと、何かジュースが飲めたり、オードブ

ルが食べられたり、これは私は地域通貨の前段階と考えて、実験というと、活用してくださっ

ているお客様に失礼ですが、データを取りながら、これはもしかするとベルマークもそうだけ

れども、お金なのではないかと思いながらやる。兌換紙幣、不換紙幣とあるのですが、我々の

裁量で、我々の責任で、通貨ではないけれども経済活動を増幅できる、そのような思いで始め

たものでございます。これに関して、最終的にデメリットはありませんでした。まず、これを

御報告申し上げます。 

 この円の守りに、例えば我々であれば、メルマガカードなのですが、なすからコインのよう

なものを暮らしの潤滑油に充てるために、二階建て、ふだんは円で暮らす。しかし、地域で

物々交換するものに関しては、別のもので、物々交換でいいのです。まきと余った灯油を交換、

全然いいです。でも１回２回はいいのですけれども、何回にもなると、だんだんおっくうにな

って頼みたくなくなるので、これが、貨幣、紙幣の一番いいところで、それを持っていると

堂々と交換してください、これをくださいと言えるのですが、基本的に物々交換です。誰かが

介在しているだけで、基本的に物々交換です。サービスであってもそうです。肩をもんでくれ

と言って、肩をもんでくれた代わりにまきを渡すのは重かろうと。では、この紙を渡すので、

今度この紙をくれたら、まきをあげるよ、肩をもう１回もんであげるよと、それが通貨の原理

ですので、まず、二階建てにすることを皆さんの中で、頭の中に入れていただいて、こういう

設計を落とし込む、そんなお考えはあるか、お伺いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  地域通貨の導入についてお答えいたします。 

 地域通貨は特定の地域内での消費を促し、地域経済やコミュニティーの活性化に資するもの

であります。 

 近年、スマートフォンの急速な普及に加え、システムの構築、運用コストが大幅に低減され

ていることにより、デジタル地域通貨の導入が地域振興の新たなモデルとして定着しつつあり
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ます。 

 一方でデジタル機能の利用に不慣れな店舗や高齢者にとってはキャッシュレス決済に対する

抵抗感が根強く存在しております。導入を拙速に進めることで期待される波及効果が限定的と

なってしまうことも懸念されます。 

 こうした背景を踏まえ、地域通貨の導入については、デジタルを基本として、引き続き商工

会を通して各店舗に協力を依頼するほか、スマホ教室等を開催し、市民のデジタル化の向上を

図るなど、デジタル推進の機運を高めつつ、他自治体の取組を調査研究しながら、導入検討を

進めてまいりたいと考えておりますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  今デジタルの話に触れられていましたが、基本的に私と考え方が同

じような気がしまして、デジタルを使うことによって今までよりも豊かな生活をするというよ

うに私は受け止めさせていただきました。 

 その上で、不慣れな方もいるということなので、私は今回、１,０００円券を５枚、全市民

郵送を基本とし、８回流通で換金可能となるスタンプ式設計により、１つの単位で、８倍以上

の経済波及効果を生む仕組みの実現性を設計したわけなのですが、これをどう捉えるかという

ことと、また、その券を作るに当たって、偽造防止の観点からも、那須烏山市の特産品である

烏山和紙を使いますと偽造困難であり、チップの埋め込み、いろいろなことができます。 

 また、やはり、地元の特産品を手に取ってもらう。今どれぐらいの方が和紙を手で触って感

触を楽しんでいるかと考えると、離れているのではないかと思います。なので、この考えをど

う思われるか質問したいのですが、ただ前提として、全市民に渡したときに紙が足りなくなる

ような気もするので、そのときはやはり普通の紙も補うということは織り込み済みです。全部

に対する供給量は、まだ福田さんに計算してもらってはいませんが、少し懸念があるので、そ

このところは足りない部分は、通常の印刷も含めるということで質問したいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  スタンプ式設計による地域通貨の導入についてお答えいたします。 

 スタンプ式地域通貨は、利用者がスタンプを集めることにより、そのインセンティブとして

スタンプを地域通貨に交換できる仕組みのことですが、先ほども答弁したとおり、地域通貨は

デジタル化を前提とした導入が一般的であります。 

 本市としましても、スタンプを地域通貨に交換する仕組みの煩雑さ、複雑さの解消等も勘案

し、スタンプ式地域通貨についてもデジタル化を前提として考えておりますので、御提案につ

きましては御意見として承らせていただきたいと思います。 
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○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  これに関しては、先ほどの浜村屋さんの件もありまして、何度か引

き続き問いかけていきたいと思うのですけれども、デジタルに不慣れな方もいるということで、

そこに私は着目しながら、どうやったらデジタルで実現する仕組みを、６０歳以上の方にもあ

まねく知っていただき、自分たちが経済に参加することによって自治体がどれだけ豊かになる

かということのために、議員として、啓蒙活動をはじめ、いろいろなこれから設計をしていき

たいと思います。 

 最後になるのですけれども、市の基金を初動原資として、ここが聞きたいところなのですが、

既存のプレミアム商品券の予算の組替えであるとか、デジタル田園都市国家構想推進交付金の

活用で、市の実質負担を最小化しつつ永続的な財源確保が可能と考えるが、財政当局の見解を

伺いたいのですが、答えていただく前に、少し分かりづらいかと思うのですが、初動には市の

持ち出し原資が必要だと思います。何をするにしても、ある程度必要で、これがなかなか私た

ちの提案がこれから通らないことがあるのではないかと予想しながら、補助金も含めて、なる

べく国のホームページをあまねく調べて、こういうものが使えるので御協力いただけないかと

いう提案にとどまるのですけれども、それでも、原資を出したけれどもよかったねという、も

し成功体験ができれば少し変わるのではないかという期待を込めて質問させていただきます。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  地域通貨導入へ向けた財源の確保についてお答えいたします。 

 厳しい財政状況の中、基金の運用益や、地域未来交付金をはじめとする国や県の有利な補助

金を活用して一般財源を抑制することは、今後の健全財政の運営における財政確保対策として

必要不可欠であると考えております。 

 地域通貨の導入に合わせて、その財源確保につきましても、先ほどの答弁と同様、今後の検

討課題として、先進市町の動向を注視しながら調査研究を進めてまいりたいと思いますので、

御理解をいただけるよう、お願いしたいと思います。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  私も独自にこれから調査研究を重ねまして、執行部の皆様と歩調を

合わせまして、情報交換をしながら、私の知識もアップデートしながら、市の行政に寄与でき

るように、いろいろな知恵を蓄えたいと思いますので、以後、御指導をよろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、５番の質問に移らせていただきます。 

 新型コロナワクチン接種後２４時間以内の死亡事例に関する市の把握状況についてお尋ねし

たいのですけれども、①、市内において、新型コロナワクチン接種後２４時間以内に死亡され
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てしまった事例を、もし市で把握しているのか。把握している場合、件数と対応状況をお示し

ください。 

 また、認定されたワクチンの被害があったのではないかと認定された方の数も、もし分かれ

ば教えてください。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  新型コロナウイルスワクチン接種に起因する死亡事例についてお答え

いたします。 

 新型コロナウイルスワクチン接種に起因すると想定される副反応が発生した場合は、医師ま

たは市町村は国へ報告することになっておりますが、本市における国への報告事例はなく、議

員御質問の接種後２４時間以内の死亡事例もございませんので、一応御報告をさせていただき

ます。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  こちらは、厚生労働省との報告がどのようにされるのか、私も教え

ていただきたいのですけれども、当該の、私たちが最初に新型コロナに関して濃厚接触者など

は保健所に届けていました。 

 今はどこのところに、まず届けるのでしょうか。もし、飲食店などで、そういう発生を、も

しくは飲食店で倒れてしまった、そういう報告というのはどこかに、市の中にする義務のある

場所はありますか、部門は。もし、あったら教えてください。 

○議長（相馬正典）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  確認したいのですが、あくまで予防接種に関するものでしょう

か。それともコロナに感染した場合の話でしょうか。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  もし逸脱していたら申し訳ありません。予防接種に関してもそうで

すし、新型コロナワクチンやウイルスなどに関して、最初に市民は、もし我々事業者は、まず、

どこに御相談すればいいでしょうか。 

○議長（相馬正典）  あれですか、どういった手続で国に報告しているかと、私は聞こえた

のですけれども、そんな感じですか。 

○５番（佐々木 豊）  はい。まず現場の話です。現場でそういう事例があったときに、前

までは取りあえず保健所に連絡するということでした。これから、またパンデミック環境、い

ろいろなことが起きたときに、もし、うちのお客様が、実際に感染が拡大している中で具合が

悪くなりました。もしくは、ワクチンを打った後にお食事に来られた方が倒れてしまいました。

このときに、我々がお客様との会話の中で、注射を打った後、何かその方が自覚があるときに、
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どこに届ければ一番いいのか、もしお分かりでしたら教えていただけますか。 

○議長（相馬正典）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  もしそのような、あった場合には、取りあえずは、まず医療機

関に御相談いただければと思います。 

 一応、今回、御質問内容があくまでも予防接種についてのことなものですから、その場合の

死亡事例等の報告の手法については、御説明申し上げます。 

 死亡事例を含む予防接種が原因と思われる副反応に関する報告につきましては２つの形態が

ございまして、まず１点目は、医師が予防接種後副反応疑い報告書を作成しまして、国の附属

機関であります独立行政法人医薬品医療機器総合機構を通じまして、国に報告することになっ

ております。 

 その後、国は重篤な副反応がございましたらば、県を通しまして、予防接種実施市町村に情

報提供を行うことになっております。 

 もう１点は、市が予防接種を受けた本人または保護者から副反応疑いに関する相談を受けた

場合は、必要に応じて、予防接種後に発生した症状に関する報告書の記入を促し、県を通じて

国に報告することになっております。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  これは通告していないのでお答えいただかなくても結構なのですが、

今のお話の中で気がついたことが、夜間や医療機関ですとか、つながらない場合、もちろん救

急車１１９番はあると思うのですけれども、そこのところで前の新型コロナのときには、結局、

保健所に連絡してくださいなど、そういう立てつけがあったので、予防接種に関しては分かり

ました。きちんと伝えるところがあることが分かりました。これが時間外や休日などの場合は、

分かる範囲でいいので、例えばそれがまた、県にはこういう機関があってそこに連絡すれば取

りあえず報告ができる、お知らせできるというようなものがもしあればお教えください。これ

は通告していないので、スルーでも結構です。 

○議長（相馬正典）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ただいまの御質問ですが、やはり１１９番していただくのが一

番かと思います。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  分かりました。 

 体制が変わり、今、現行法で１１９番が最善と理解しましたので、自信を持って１１９番対

応させていただきます。 
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 ２番の報告のところは市として伺った、これはもう、今の答弁でお答えをいただいていると

思いますので、２番は取り下げます。 

 接種記録、健康被害に関する公文書の保存期間と、現在の保存状況はどうなっているか、記

録の散逸防止措置を講じているかを伺います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  新型コロナウイルス感染症に関する各種記録の保存方法等についてお

答えいたします。 

 予防接種に関する各種記録につきましては、予防接種法施行規則に基づき発生から５年間保

存しておりますが、新型コロナウイルス感染症に関連する各種記録につきましては、歴史的緊

急事態に該当するものとして、国から、国と同様に永久保存することが望ましいとの通知があ

ったことから、永久保存としております。 

 また、記録の散逸防止措置につきましては、那須烏山市文書取扱規則に基づき、そのデータ

も含めて、年度別、目次別に編綴をして、適正に管理しているところであります。 

 以上のようになっております。 

○議長（相馬正典）  ５番佐々木豊議員。 

○５番（佐々木 豊）  分かりました。 

 永久というのはかなり重いと思うのですけれども、それを市でやられるということなので、

大変心強く、データの散逸を防ぐために最善を尽くしているということで、そちらには敬意を

表します。 

 すみません、先走って質問を終わりにしようとしてしまったのですけれども、お時間があり

ますので、最後のまとめとして発言をお許しいただけますでしょうか。 

○議長（相馬正典）  どうぞ。 

○５番（佐々木 豊）  私は、今日の朝もそうなのですけれども、東の空に青い空と白い雲

と、すてきなところに住んでいて、おいしい空気が吸えて、非常にすばらしいところだと思っ

て、これを維持するために、今まで何百年も何千年も、現代においては現行執行部、市長及び

関係各位が、そして市民が、私たちが車で移動していても、なかなか雑草だらけというところ

は少ない自治体だと思っていますし、実際に選挙期間中にポスティングをしながらお話をした

ときに、この草刈りをするのは大変でしょうと、皆さん、異口同音に自分のためにやっている

のではない、ここを通る人のためにやっている。これはもう何回でも何回でも、発言したいと

ころではあるのですが、そのような自治体を維持し、そして、ここに住んでいる自分も恩恵を

受けているわけです。 

 これに対して、現執行部、市長、政権を担う皆様、そして、市民の一人一人に敬意を表しま
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す。そして、これを続けていくことに対して、維持、発展させるために、我々議会もあると存

じておりますが、結果として人口減です。これは世の中の中で、経済が悪くなったということ

だけで、私は片づけるものではないと思います。国を批判するわけではありませんが、国とい

う高いところから地方を見たときに、果たしてどれぐらいの方が田舎をお持ちで、この自治体

の現状を御存じなのか、そこは少々疑問に思うところであります。そして、経済の規模におい

て職員を削減していく小さな政府のやり方については、一個人としては申し上げたいことがあ

ります。 

 そして、議員としても、それは言っていいのではないかと思うのですが、まず、個人として

は、商売をやる上で人がいなければ何もできません。議員として言うならば、ポスティングで

皆さんが駆け回って、この地域を回っていると思うのですが、いかに経済で疲弊しようが面積

は変わりません。面積が変わらないならば、そこに付随する仕事も変わらないはず。そうする

と今の経済指標で職員を減じるという国の政策には、少し私は違和感を覚えるところでありま

す。 

 これが先ほど繰り返しお話しした、地域の現状を届けるために、それができるのが那須烏山

市はふさわしいのではないかと考え、交通安全であれ、市の職員の適正人数であれ、地方の実

情はこういうことなのではないでしょうかということを伝えるのも、我々の仕事なのですが、

今この議場のお話、ユーチューブには届いておりますが、しっかりと精査して、数字で実態を

つかまえてから、国に対してしっかりと要望を上げていくということに、私たち議員も寄与し

たいと思っているはずですし、渡辺真太朗議員という国につながるパイプを得たことにより、

順番を守れば、もしやできるのではないかと期待しております。 

 そして我々は、罪を憎んで人を憎まず、選挙が終わったらノーサイド、こういうことをずっ

と守ってきた。それが栃木の人間だと自負しておりますので、市長選のときに市長との討論で

もお話しさせていただきましたが、私が選挙のことについて学んだのは小学校１年生、学級委

員会の選出です。そのときに、４９対５１で、負けたほうは足を引っ張らずに、勝ったほうの

意見を最大限応援しないと。 

○議長（相馬正典）  佐々木議員、そろそろ時間です。 

○５番（佐々木 豊）  分かりました。とそのように教わりましたので、議会を前に進める

こと。市民を幸せにすること。そちらに対して、感謝の気持ちを持って全力を尽くすことを誓

いまして、結びにします。 

○議長（相馬正典）  以上で５番佐々木豊議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１３時ちょうどといたします。 
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休憩 午前１１時５８分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（相馬正典）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中に行われました５番佐々木豊議員の一般質問に関しまして、個人名の発言、自身の勤

務先に関わる発言及び執行部に対する謝辞など不適切な発言がございましたので、青木議会運

営委員会委員長、菊地事務局長の立会いの下、佐々木議員に口頭の注意を行いましたので、御

報告を申し上げます。 

 また、ここで５番佐々木豊議員から発言の訂正の申出がございましたので、これを許します。 

 ５番佐々木豊議員。 

〔５番 佐々木 豊 登壇〕 

○５番（佐々木 豊）  ５番佐々木豊です。では失礼します。 

 大切な議事の間、少々お時間いただきます。相馬議長よりお時間をいただいたので、発言の

訂正をしたいと思います。 

 午前中に私が行いました一般質問におきまして、自身の選挙活動に関する発言をした際に、

選挙期間中のポスティングと発言してしまいましたが、正しくは政治活動中のポスティングで

ございます。誤りですので、訂正させていただきます。誠に申し訳ございませんでした。 

○議長（相馬正典）  これから行われる１４番平塚英教議員の一般質問に関しまして、平塚

議員から一般質問に係る資料の持込みについて申出がございました。 

 議長においてこれを許可いたしましたので、あらかじめ御了承ください。 

 通告に基づき、１４番平塚英教議員の発言を許します。 

 １４番平塚英教議員。 

〔１４番 平塚英教 登壇〕 

○１４番（平塚英教）  １４番平塚英教でございます。 

 本日、一般質問３人目でございまして、議長の許可を得て、質問通告４項目にわたって、質

問をいたします。 

 執行部におかれましては、前向きで実効性のある答弁を期待いたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それでは、第１項目から質問いたします。 

 本市の人口減少、少子高齢化対策についてお尋ねいたします。昨年１０月、那須烏山市は合

併市制２０周年を迎えたところであります。しかしながら、２０年前に南那須町と烏山町が合

併した当時の人口は合わせて３万１,５００人でありましたが、県統計課が発表した毎月人口
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推計によりますと、本年４月１日現在では那須烏山市の人口は２万１,９０７人で、２万

２,０００人を下回っておる状況であります。 

 また、６５歳以上の本市の人口構成も、２０年前の合併当時は４人に１人という状況であり

ましたが、現在は４０％を上回っており、５０％に迫る勢いであります。 

 さらに、２０年前の合併当時の市内の新生児誕生も年間２００人を上回っておりましたが、

現在、年間新生児の誕生は６０人程度にとどまっているところであります。 

 これらを踏まえて、次の諸点についてお伺いするものであります。上記のような本市の人口

減少、少子高齢化の状況をどのように受け止め、本市の市政執行に取り組むお考えなのか、ま

ず、伺うものであります。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  人口減少、少子高齢化を踏まえた市政の取組についてお答えいたしま

す。 

 昨年度、本市におきましては、合併２０周年という節目を迎えたところでございますが、こ

れまで、旧両町が心を１つに、全ての市民が将来にわたり住み続けていきたいと思う持続可能

な新たなまちづくりを目指し、様々な施策を展開してきたところであります。 

 しかしながら、社会・経済情勢が目まぐるしく変化する中、加速する少子高齢化や都市部へ

の若年層の人口流出等が進行し、地域の担い手不足による、地域活力の低下が問題となってお

ります。 

 こうした人口減少・少子高齢化は本市だけではなく、今や日本全体の問題に発展しておりま

す。全国各地において、地方創生を旗印に、競い合うような人口減少対策が展開されておりま

すが、結局は財政が豊かな自治体に流出することの傾向があります。 

 私は類似の施策の競い合いではなく、まずは市民が真に期待する取組を着実に実施し、市民

の満足度、幸福度を高め、過度な市外への転出超過を抑制することが必要であると考えており

ます。 

 現在の取組といたしましては、第３次総合計画を指針としたまちづくりを進め、様々な分野

における施策の展開に努めてまいります。 

 特に、結婚、妊娠、出産、子育てに至るまで切れ目のない子育て支援策、郷土愛の醸成を図

る特色ある教育の推進。ＪＲ烏山線の存続とＪＲ烏山駅を核とした中心市街地の活性化による

にぎわいの創出など、さらなる支援策の充実により、人口減少の抑制に努めるとともに、交流

人口や関係人口の創出と人口増加につながる施策に取り組んでおりますので、御理解のほどお

願いしたいと思います。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 
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○１４番（平塚英教）  先ほどの数字は、４月１日現在の県人口の那須烏山市の状況でござ

います。その後、５月３０日現在の２０２５年の国勢調査の推計が出ておりまして、その調査

では２万２,１６４人となっております。しかしながら、５年前の２０２０年調査と比較しま

して、２,７１１人減少、つまり１０.９％減少しているということでございます。 

 民間有識者団体であります人口戦略会議というのがございまして、消滅可能性自治体という

のを出しております。２０２０年から２０５０年までの３０年間に、２０５０年までね、出産

適齢期とされる２０歳から３９歳までの若年女性の人口がこの間に５０％以上減少するのであ

ろうと推計される自治体、このことを消滅可能性自治体となっておりまして、急速な少子化と

人口流出が深刻な課題となっているところであります。 

 女性、若年女性の人口減少は将来的な出生数の低下に直結いたしますし、人口減少による税

収減、地域経済の縮小、行政サービスやインフラの持続が困難になってしまうと。自治体その

ものが地図上から消失するわけではありませんが、行政機能や地域コミュニティーが限界に達

する可能性を示していると。これが消滅可能性自治体の定義でございます。 

 その中で、全国では７４４が指定されておりまして、１,７２９市区町村のうち、７４４が、

指定をされておりまして、全体の４３％になっております。 

 栃木県では８自治体ということで、日光市、矢板市、那須烏山市、益子町、茂木町、市貝町、

塩谷町、那珂川町とこの８自治体でございます。その中で、那須烏山市は、この３０年間に、

若年女性が減るであろうという推計が、塩谷町が７５.２％、那珂川町が７３.１％、茂木町が

２２.２％と、そして那須烏山市が６５.２％と、こういうことで大変厳しい数字が出ていると、

こういう状況でございます。 

 そういう中で、５月３０日で減少率が高いとされている那珂川町長の言葉は、重く受け止め

つつも、後ろ向きにならずに施策に取り組んでいきたいということや、福祉、子育て施策に注

力し、手応えは感じているのだけれども、人口減は止められないと。 

 益子町長は、解決は１つの施策では困難だと。総合的な対策が必要だということで、地域の

思いを酌み取った県や国の協力体制を求めると、こういうような中身でございます。 

 そういう意味で、そういう現状は重く受け止めつつも、これからどういうような施策を展開

するかというようなのが非常に重要な課題となっているところであります。 

 そこで、それらを踏まえて、本市の人口減少、少子高齢化問題を打開する本市の施策をどの

ようにお考えなのか、先ほど説明がありましたが、改めて御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  人口減少、少子高齢化問題を打開する本市の施策についてお答えいた

します。 
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 現在、まちづくりの指針として運用しております第３次総合計画を策定した際には、市内事

業所の経営者や子育て世帯、まちづくり団体、そして女性団体など、多くの方と膝を交えて意

見交換を行うなど、市民意向の把握に努めてきました。 

 その結果、市の自慢できるところがない、税金を納めている恩恵を感じないなど、非常に厳

しいお言葉をいただいたところであります。これまでの前例踏襲型からの市政運営の転換が強

く求められているところであります。 

 こうした市民の声に応えるためには、市民の満足度、幸福度を高めることにより、市外への

過度の転出を抑制することが必要であると考え、第３次総合計画においては、市民が期待する

未来志向型の市政運営を念頭に置き、様々な分野における重点戦略を設定したところでありま

すが、この重点戦略の着実な実行こそが、人口減少の歯止めをかけるものとなり、持続可能な

那須烏山市の実現につながるものと考えております。第３次総合計画は令和９年度で計画期間

を終えることから、現在、第４次総合計画策定に向けて各種施策の事業の評価や市民意向調査

の実施により、新たな課題の抽出等を行っているところであります。 

 市長３期目の公約として上げました那須烏山市新生プロジェクトに加え、抽出した新たな課

題に対する解決策を反映の上、人口ビジョンを兼ねた新たな総合計画を策定し、人口減少対策

を進めてまいりたいと考えております。 

 誇りを持ってこの市が好きだと言えるような子供たちを育てていくことが私の中ではずっと

願っておることなので、現実にそれができるよう努めてまいりたいと思いますので、よろしく

御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  ５月３０日の新聞では、白鷗大学の新谷教授の、この人は人口学の

先生ですが、これに解説をしておりまして、今後も国勢調査で同じような減少傾向は続くであ

ろうと。近年、子育て支援や移住定住に力を入れているということなのですが、それにしても、

少子高齢化の流れを簡単に食い止めることは容易ではないというように述べております。対策

としても、すぐに人口増に向くとはいかないまでも、息の長い取組が必要だと、こんなふうに

言っております。 

 魅力ある企業誘致や若者が働く場の創出など、様々なそういうものも取り組む必要があろう

と思いますが、また、先ほども質問の中でＤＸですか、デジタル・トランスフォーメーション

やＡＩなど、そういうものを生かした能力は田舎でも利用できるわけなので、そういうのも大

いに生かすべきだというようなことを述べております。 

 話は大分変わるのですが、江戸時代に非常に烏山藩も、天保の大飢饉ですか、そのときに非

常に苦しんだときがございまして、そのときに二宮金次郎さんを招聘して、そして藩財政改革
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をやったというようなことが、歴史上ありますが、やはり二宮さんが言っているようにいきな

り大きいことはできないのです。積小為大ということで、小さなものの積み上げが大きいもの

をつくるのだというようなことを述べております。さらに至誠。気持ち、烏山高等学校も至誠

から始まるのですが、至誠と勤労、分度、推譲と身の丈に合った力で一歩一歩前に進むのだと、

こういうことを述べているのだよね。これは、やっぱり今の烏山でもう一度かみしめなければ

ならない思いではないかと思います。 

 そういう意味で、厳しい現状は重く受け止めつつも、さらに、市民の皆さんと力を合わせて、

これを打開する方策を進めていけばなというふうに思うのです。 

 そういう意味で、平塚は何かアイデアあるのかと言われても困ってしまうのですが、いずれ

にしても各会、先ほど市長が述べましたように各層の代表者の方、百人委員会のようなもので

集まっていただいて、今の現実を共有するというか、このままではどんどんじり貧になってし

まうよと。これを打開する皆さんのアイデアや運動はありませんかと、一緒にやりませんかと

いうようなことを展開していただきたいと考えるのですが、市長それはいかがでしょうか。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  今の段階で、１分野とないですけれども、１００人をというよりは、

農業のほうも、農業のほうで集めさせていただいたり、子育てのほうの方々からも意見を聴取

させていただいたり、地域の方々にもいろいろな意味で意見をいただいているところを随分広

げてきました。ただ、まだまだ偏在していたり、年齢的にも違ったり、あと男女でも違ったり

していますので、婦人団体の参加は多いのですが、男性だけの集まりは自治会長しかないので、

ぜひそういうところも広めていきながら、たくさんの方々の御意見を聞けるような場をつくっ

ていき、しっかりとしていきたいと思っております。 

 今までもできているところと、また、できていないところがありますので、それを上手に広

めていって、皆さんの声を拾いながら、いい方向に進めるように努めていきたいと思います。

二宮尊徳の教えは報徳会のほうでも十分に分かっておりますので、これからもしっかりとして

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  そういうことだと思うのですが、私は行政に全て責任を持てという

ようなことを言っているわけではないのです。市民全体でこの現実をやっぱり深く受け止めて、

それぞれの皆さんができる範囲で、このまちを活性化する施策を皆で協力しながらやりましょ

うよという運動を起こしてもらいたいと思うのですが、その点はどうでしょうか。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  ありがとうございます。 
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 まず、第３次総合計画の目指すべき将来像、これは市民が主役のまち那須烏山ということで、

私もいろいろ事業に関して、タウンミーティングの開催、移動市長室、度重なる、直接的に市

民と膝を交えた意見交換を行ってまいりました。これは今後も引き続き貫いてまいりたいと思

いますし、このたび新しく第４次総合計画をつくることになりますが、当然その場におきまし

ても、那須烏山市総合政策審議会、あとは市民と直接膝を交えた意見交換会、あとは庁舎の中

でも、しっかりスクラムを組んでタスクフォースを組んで若い職員からも意見を聞くなど、本

当に幅広い人たちから意見を聞きながら進めていきたいと思っております。 

 その現状と課題につきましても、しっかりと市民に情報共有をさせていただいて、では真に

必要な事業は何か、こういった部分を進めてまいりたいと思っております。 

 特に、那須烏山市において、今、市民の方が要望として出しているのは、まず市内には子供

たちが遊べる公園、市民がゆっくり滞在できる拠点がない。市民が楽しめる定期的なイベント

もないなど、本市に市民が自慢できる部分が少なく、魅力あるとは言い難いという御意見が非

常に多く寄せられております。 

 また、まちづくり活動を展開する団体や市民が大勢存在しているにもかかわらず、活躍でき

る場所や行政とのつながりも希薄であるため、期待される効果が半減している、このような御

意見がございました。 

 こうした御意見、御指摘から見えてくるものとして、このまちで生活する市民が、自分のま

ちが利活用できる最低限のインフラ整備や、市民が活発に活動できる受皿となる地域プラット

フォームの構築を求めているものと受け止めております。 

 引き続き第３次総合計画に掲げる各種施策のアップデートを図りながら、着実に展開してい

くことは当然もちろんのことではあるのですけれども、これまでなかなか進んでこなかった交

流拠点の整備や、まちづくりへの担い手の育成など、社会資本への投資と人材への投資を重視

した新たな施策展開にも着手すべきであると考えております。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  ぜひ、要するに、何遍も言って申し訳ないですが、行政に全てやる

ということを言っているわけではありません。 

 市民にもっとまちおこし、まちづくりに協力、参加してもらいたい。あなたが主役ですよと

いう思いを行政でどんどん発信して協力を、協力というか市民が主役なのだから、逆に市役所

がそれに協力するぐらいの感じで進めていただきたいということを、もう１回申し添えたいと

思います。 

 次、２つ目の質問でございます。人口減少と少子高齢化の著しい本市にとって、空き家問題

の増加は深刻な課題となっております。 



令和８年第４回６月定例会 第２日 

－69－ 

 本市では、令和４年度に市の那須烏山市空家等対策計画を策定して進めてまいりましたが、

次期同計画策定を見据え、国の空き家対策総合支援補助金を活用した市内全域を対象とした空

き家実態調査を昨年度から実施しているところであります。 

 この調査は、市内に存在する空き家の件数や分布状況を正確に把握して、計画的な適正管理

や活用を図るとともに、総合的な空き家対策を進めるための、基礎資料として活用することを

目的として実施しているとの説明でありました。 

 調査は、第１段階として目視による現地調査、次の段階として、建物の特定できた所有者に

対し、アンケート調査を実施しているとのことであります。 

 これらを踏まえて、次の諸点について伺うものであります。市内空き家等の実態調査及びア

ンケート調査の結果内容を改めて示していただきたいと。その内容を踏まえて、市内の空き家

等の適正管理や利活用を図る施策をどのように推進していくのか、説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  実態調査を踏まえた空き家対策の推進についてお答えいたします。 

 空き家問題は地域の安全性や住環境の維持に関わる重要な課題であります。 

 本市におきまして、空き家が増加傾向にある状況を踏まえ、昨年度に目視による現地調査を

実施し、市内約１,０００件の空き家の可能性が高い建物があることが確認できました。その

後、所有者を対象に実施したアンケート調査では、約４００件の回答がありました。空き家の

管理状況やその意向を把握したところでございます。 

 今後はこれらの調査結果を詳細に分析し、空き家バンクの活性化や相談窓口の充実など、効

果的な空き家対策を推進してまいる考えでありますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  空き家問題なのですけれども、全国の総住宅数の中の空き家の占め

る割合は、この調査が始まった１９８８年当時は９.４％でございましたが、２０２３年には

１３.３％、そういうふうに最多になっているところであります。 

 空き家件数も全国で９００万２,０００戸で、統計開始以来最多となっているということで

ございます。 

 財務省の推計では、２０４３年には、今後、急激に空き家等の増加が見られて、空き家の占

める割合は２０.５３％に達するであろうという見通しで、つまり、全国の総住宅の４戸に

１戸が空き家になると、こういう時代が来るということでございます。 

 こういう状況を踏まえて、本市もいろいろ対策を進めなければならないわけでございますが、

まず、１つは、空き家を空き家にならないように利活用することが重要であろうと思うのです
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けれども、空き家バンクはこれまで７０件登録があって、そこにプラス１４件で約８割が利活

用されているというような説明でありましたが、現在の空き家バンクの登録件数は何件になっ

ているでしょうか。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  現在の空き家バンク登録件数につきましては、１３件となってご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  ということで、利用されているのが多いから、残っているのは少な

いよと、こういうことだと思うのですけれども、しかし、もっと、先ほどは１,０００件近く

あるというので、アンケートに答えていただけるように頼んだのは、そのうち７００件ぐらい

でしたか、８００件でしたか。それから見ると１３件ではあまりにも少ないのではないかと思

われます。 

 空き家の適正管理につきましては、責任所有者の固定資産税の通知書に、空き家の適正管理

を促すチラシを入れていると。空き家のアンケート調査依頼者にも、同様の空き家の適正管理

を促すチラシを入れているということでございます。 

 それで、住宅取得奨励金プラス移住加算金というものが出されているというのですが、これ

の内容や件数が分かればお知らせいただきたいと思うのですが。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  住宅取得奨励金についてお答えします。 

 こちらは、住宅を取得した５０歳未満の方に奨励金を交付して、移住促進及び定住促進を図

るものでございます。基本額が５０万円。移住加算が２５万円。ごめんなさい、基本額が５万

円、２５万円、１５万円で５０万円となってございます。（「２５万円、２５万円」の声あ

り）少し待ってください。すみません、少しそちら整理します。ごめんなさい。すみません。 

 実績としましては、バンク成立者に限りましては、令和７年度末に７名のうち３名の方が、

このバンク利用者のうち３名でいただいているところがあります。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それで次に、国においては２０２３年６月１４日に空家等対策の推

進に関する特別措置法の一部を改正する法律が公布されまして、同年１２月１３日に施行され

ております。 

 本市は、国の法律及び空き家等の実態調査を踏まえた、本市の空き家等の総合的な対策計画
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を策定して推進していただきたいと考えますが、本市の方策を伺いたいと思います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  空き家等の総合的な対策計画の策定についてお答えいたします。 

 空き家対策につきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき策定した那須烏

山市空家等対策計画を踏まえ、総合的かつ計画的に進めております。 

 当該計画は令和１０年３月に計画期間が満了となることから、昨年度実施した実態調査の結

果を考慮した上、より実効性のある次期計画を策定し、空き家等対策を推進してまいる所存で

ありますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  分かりました。 

 それで、国の空家等対策の推進に関する特別措置法の、要するに施行前と施行後はどこがど

んなふうに変わったのでしょうか。空き家の利活用は前からこれはあったと思うのですけれど

も、新たに加わったのは特定空家の解体なのでしょうか。そこのところを説明していただきた

いと思うのですが。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  すみません、先の那須烏山市空家対策計画に関しましては、令和

５年から令和９年度に策定いたしまして、次期計画としまして令和９年度中に策定し、施行の

令和１０年から令和１４年と５年後ですので、令和９年中に策定してまいることになります。 

 以上です。 

○１４番（平塚英教）  少し質問が違うのだよな、質問の趣旨が。その法律が施行される前

と後の違いは何でしょうかという話。では、私からいいですか。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  すみません。 

 空き家等に関する対策の方針なのですけれども、先ほどから申し上げておりますように、ま

ず、空き家等の適正管理を促すと、空き家等の利活用を進める。そして、空き家等が発生しな

いような予防措置を取ると。４番目が、特定空家への対応と、こういうふうになっております

ので、その最初の３つはもともとやっていたことではないのかと。 

 ４番目の特定空家等に対する対策と、これが新たに重点課題として盛り込まれたのかと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  申し訳ありません、資料がございませんので、後で調べて御答弁

します。申し訳ありません。 
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○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それで、令和６年度から特定空家の除去費用の補助が実施されてお

ります。それで、特に令和７年度は、不全な空き家の解体は４件の実績があったと、前に議会

で答弁いただきました。 

 令和８年度は、当初予算に空き家除去の補助枠の増額２５０万円も含めて、空き家対策とし

て総額５１１万１,０００円の予算が組まれたと思うのです。これは今年度はどんなふうにお

使いになる予定でしょうか。５１１万１,０００円。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  特定空家の除去補助で５１１万１,０００円を予算計上しており

ます。中身といたしましては、特定空家除去に係る補助金５０万円掛ける１０件ございまして、

こちらで５００万円。 

 空家対策協議会の報酬４名。５,０００円の４名で４回、８万円、その他事務費として３万

１,０００円を計上してございまして、５１１万１,０００円の計上となってございます。令和

７年度の実績は４件で２００万円となってございます。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  そういうことで、空き家問題は非常に幅が広くて、いろいろな課題

もあるし、例えば、特定空家が近くにある、近所の人が非常にそれを不安がったりする場合が

あるので、その対策が急がれるわけなのですけれども、近隣町では空き家等の対策協議会をつ

くって、住民からの情報提供や著しく危険な、生活環境に影響が及びそうな空き家や空き家へ

の立入調査など、そういうものを実施しておりまして、場合によっては行政代執行ということ

まで進めているような話をお聞きいたしております。 

 そういう意味で、空き家等に関する相談、これは実際に利用したいということも含めて、先

ほどの空き家バンクについては、宅地建物取引業協会の協力を得てあっせんなどを進められて

いるのかというふうに思うのですけれども、やはり空き家問題が複雑多岐にわたっております

ので、前の議会の答弁でも商工会や宅地建物取引業協会、司法書士会、関連団体と連携して、

相談や問題の解決を進める専門的な体制を構築していきたいと、こういうふうに答弁されてい

るのですが、これは具体的にもうできているのか、あるいはこれからつくる、いつまでにつく

る予定なのか。計画があればお示しいただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  空家対策協議会につきましては、もう事前に構築されておりまし

て、令和７年度から特定空家を除去する際にも、協議会を開いて実施してございます。 
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 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それで、空き家に関しては、実際にこのまちに定住して住みたいと

いう、若い方に住んでいただくのは非常にありがたいのですけれども、本市にとっては、空き

家等の活用支援、補助というのは出されていますでしょうか。 

 住宅者向け、あるいは子育て世帯向けというのが、空き家等の活用支援事業で利用されてい

ますでしょうかと、いかがでしょうか。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  当市としましては、空き家バンク住宅改修補助金ということで、

空き家バンクを利用して取得した住宅を改修する場合に、その一部を補助する施策を進めてき

ているところでございます。 

 空き家バンクを利用しまして空き家を取得した方で、市内業者を利用しまして改修を行う場

合、築後５年以上を経過した建物、５０万円以上の改修工事費の１０％の最大２０万円を補助

している施策でございます。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  私の理解が追いつかないで、申し訳ないです。 

 いずれにしても、本市にとって、簡単に言うと９,０００件ぐらいあるのですか、もっと。

１万件はないかな。そのうち１,０００件ぐらいが空き家というような状況だと思うので、こ

れは大きな問題課題で、なおかつ、人口減少など、少子高齢化が進むと、空き家が増える可能

性があるわけで、もっともっと施策対策を急いで進める必要があるというふうに思います。 

 そういう意味で、今進めているのが令和４年につくって令和５年から令和９年かな。令和

９年につくって、令和１０年から令和１４年かなという計画なのだそうですが、これからつく

るやつについては総合的な空き家対策の計画、メニューも市民に十分理解していただいて、利

活用に進められるような、そして定住促進に少しでもつなげられるような施策として進めてい

ただきたいと思います。 

 次、３番目の質問でございます。次は、泉町のロータリー交差点整備と烏山中央公園周辺へ

の道路及び公共施設整備についてお尋ねいたします。 

 現在、主要地方道県道１０号宇都宮那須烏山線の県道交差点である泉町交差点付近のロータ

リー交差点化に向けて、整備工事が進められております。 

 そこで次の諸点についてお伺いするものであります。まず、県道泉町交差点のロータリー交

差点化の整備の完了予定はいつか。稼働開始の時期はいつか。そしてこの事業を進めるに当た
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って、本市の協力体制はどのように進められているのか、説明をお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  県道泉町交差点についてお答えいたします。 

 ラウンドアバウト整備事業につきましては、烏山土木事務所において、早期の供用開始を目

指し用地交渉を着実に進めると伺っております。 

 本市といたしましては、国や県に対して事業の促進を引き続き要望してまいりますので、御

理解のほどお願いいたします。 

 大分用地交渉が進んできていると思っております。 

○１４番（平塚英教）  具体的な事業内容はまだ、年次は分からないですか、いつ頃までに

完成するのなど。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  早期に完成させるというところで今、鋭意進めていると伺ってお

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  早期というのはどういう概念なのか分からないのですが、早期に整

備していただきたいと思います。 

 それで、この交差点、環状交差点ということでございまして、英語では、ラウンドアバウト

交差点というような用語だそうでございます。栃木県内では大田原市とどこか市道関係でもう

１か所ぐらいあるのですか。しかし、県道交差点、県が管理する県道管理道路では初となる環

状交差点を泉町交差点に整備すると、こういう考え方でよろしいのですか。これは前にも議会

でも紹介しましたが、そんな、大田原市にあるような段差をつけられたのでは、山あげの山車

があそこを通りづらくなるという話を烏山土木事務所の所長に言ったら、そうではないのです

って。ポールが通常は立っているのだけれども、それを埋め込んで、お祭りのときはフラット

になるので、障害物はありませんよという話を聞いた覚えがあります。そういう意味で、環状

交差点、これをぜひ、市でもできる限り協力をしながら進めていただきたいと思います。 

 しかしながら、泉町交差点付近には、国指定史跡の烏山城址の大手門の跡があると聞いてお

ります。この環状線整備を具体的に進める前に、国の史跡の烏山城大手門跡の発掘調査を実施

すべきではないかというふうに考えるのですが、県烏山土木事務所に申入れは行っているでし

ょうか。 

 大手門については、礎石が前は郷土資料館にあったのですけれども、今は七合にいっている

というので、それが礎石なのかなとは思っているのですけれども、大手門の礎石はそちらで見

てもいいのですが、ここにあったよという位置だけはきちんと確認しておきたいと思うのです
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が、いかがでしょうか。 

○議長（相馬正典）  塩野目生涯学習課長。 

○生涯学習課長（塩野目豊一）  答えられる範囲で、お答えさせていただきます。既にあそ

こは道路改良で掘削されている部分なので、痕跡に関してはあまり期待できないというところ

もありまして、正式な申入れはしていない。ただ、事務レベルの担当者間では残してほしいな

というような話はしていたという記憶しております。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  申し遅れましたが、この史跡烏山城跡保存活用計画書がありまして、

先ほど議長の許可を得たのですが、６７ページに昔の烏山城のお城と城下まち、この地図が載

っております。それで、ここに四角い枠があるのですが、これが今度ロータリーのできる交差

点なのです。ここ。これは非常に烏山にとっては重要なものであろうと私は考えます。 

 したがって、礎石は恐らく七合中学校に持っていったものがそうではないかと思っているの

ですけれども、ここに、烏山城に入る大手門の跡があったよというところだけは確認しておき

たいと思うので、ぜひそこのところは話だけは聞いていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問にいきたいと思います。 

 ２番目の質問でございますが、泉町交差点から、あすなろ作業所前を経由して烏山中央公園

に向かう市道整備については、今後どのように推進していく方策なのか、お伺いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  烏山中央公園に向かう市道についてお答えいたします。 

 中央３丁目泉町表線及び中央２丁目鍛冶町泉町線につきましては、中央公園の今後の在り方

を含めて、烏山駅周辺地区整備基本計画において検討を進めているところであります。 

 当該事業につきましても、多額の事業費が見込まれますことから、中長期財政計画と整合を

図りながら、市街地再生に向けた事業の一環として検討を行ってまいる考えでありますので、

御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  私の不勉強なのか不理解なのか分かりませんが、もともと中央公園

に役場を造るというようなことで進めた経緯があったのではないかと思うのですけれども、そ

のときに、泉町交差点から市道整備を鍛冶町のほうに向けて進めるということではなかったの

かと思うのですが、そのときには、市道整備の計画はなかったという理解でよろしいのですか。

その辺を確認しておきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  中央公園の東側の道路につきましては、新庁舎建設に関係なく、
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交通機能、あと都市防災機能、市街地形成機能を併せ持った、まさに市街地のあるべき道路像

ということであるから、あくまでも構想路線として図示されていたものと思います。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  私としても、あそこは烏山の中心であろうというふうに思っており

ますので、ぜひ、市道整備は計画的に進めていただきたいと思います。 

 ３つ目の質問でございますが、烏山中央公園内にあります旧健康管理センター、武道館、烏

山公民館、烏山市民体育館、こういう公共施設があって、その中で使えない市営施設もあるわ

けでございまして、これらの整理あるいは解体は、今後どのように進める計画があるのか、具

体的な施策を説明いただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  中央公園内における公共施設の整理や解体についてお答えいたします。 

 現在中央公園内には非常に多くの公共施設が立地しております。しかし、大半が高度経済成

長期に整備されたもので、耐震基準を満たしておらず、老朽化が顕著であるという問題を抱え

ています。 

 議員御承知のように、烏山体育館や烏山武道館、烏山弓道場、そして平成２７年度に南那須

地区広域行政事務組合から移管されました健康管理センターにつきましては、安全面の確保が

困難であるとの理由から、既に休止となっております。 

 現在運用を続ける烏山公民館につきましても、耐震基準や老朽化の問題を抱えていますが、

音響や空調、電源等の機械設備が限界を迎えており、今後の継続的な利活用が困難な状況に陥

っております。このような状況から、遅かれ早かれ施設の解体撤去は避けて通ることはできな

いと考えております。 

 しかしながら、解体撤去には非常に多くの財源が必要になることが予測されていることから、

国県等の有利な財政支援措置の活用は必要不可欠であると考えております。 

 現在ＪＲ烏山駅を中心とした市街地再生の推進を図るため、昨年度完成した庁舎整備基本計

画や生涯学習施設個別施設計画との整合性を図りつつ、烏山駅周辺地区整備基本計画の策定を

進めており、公有地である中央公園についても、今後の利活用に関する検討が行われておりま

す。解体撤去を含めた既存施設の在り方については、計画の策定結果を踏まえ、具体的検討に

着手したいと考えておりますので、御理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  もともと新庁舎整備は中央公園に整備を進めるということで、市内

１２か所で住民説明会をやって、そして、議会にもそういう説明を行って、そしていつ計画が
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出されるのかと思ったら、いつの間にか烏山駅前に庁舎整備するとなってしまったわけでござ

います。 

 その際、例えば烏山市民体育館とか、旧健康管理センターとか、全く使われない、そういう

老朽化した建物は、あそこに庁舎を整備するというような進め方でいけば、そういう古い建物

があったのでは庁舎整備はできませんので、土地は市のものであっても庁舎整備をするために

古い建物は、使えない建物は壊すのだという説明ならば、補助金はもらえなくても解体のため

の起債事業等は認めていただけたのではないかと思うのです。 

 これを新たに、独自に中央公園内にある、そういう公共施設の解体整理を独自の費用で捻出

することになりますと、これは莫大な費用がかかってしまうのではないかと私は危惧するわけ

なのですが、そこら辺はどう考えておるでしょうか。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  私からお答えいたします。 

 何もない中で、当然、建物を解体するとなると、全額が市の持ち出しという形になります。

ただこちらにつきましては、計画に基づく統廃合を伴う際の撤去に関しては、現時点において

は起債が使えると。公適債、（「起債は認められると」の声あり）はい、起債を認めてところ

でございます。 

 したがいまして、私は何度も申し上げてはいるのですけれども、解体撤去を行う際も、単純

に市の一般財源で解体することではなくて、公共施設等総合管理計画に基づく計画的な統廃合

の進捗の中で、そういう有利な国県の財政支援措置をいただきながら、なるべく一般財源を少

なくする形の中で対応してまいりたいと考えております。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それで、実際に、老朽化して使えない、下手すると、市民体育館な

んかは雨漏りなんかも一部あるのではないかと私は心配しているのですけれども、そういう建

物が、これまでも老朽化して使えないのに、これからも１０年、１５年先というふうに放置さ

れるのは、非常に市の中心として大変かなというふうに思うのですけれども、実際に、先ほど

言った、使えない施設の解体整理の費用は幾らぐらいかかるのか。それで公共施設の統廃合に

伴う整理計画のようなものをつくってやるというのですが、いつ、何年ぐらいを目途にそれを

考えているのか、要するに期間と金額がもし分かればお示しいただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  関総合政策課長。 

○総合政策課長（関 雅人）  解体費の積算については、現時点ではまだ行っておりません。 

 それで、いつ、そのまま１５年も放置されては困るということではございますけれども、先

ほど市長の答弁にもありましたように、今、計画を策定しているところでございます。 
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 烏山駅周辺地区整備基本計画を策定しておりまして、これは今年度内に策定するということ

で今、作業を進めさせていただいておりますけれども、その内容に基づきまして、今度は具体

的な国庫補助金の獲得に向けて、都市再生整備計画というものを策定いたします。その内容に

基づきまして、国県協議を進めて、採択されれば具体的な設計等に入るという状況になってご

ざいますので、今その段取りを進めているところでございます。 

 したがいまして、何年も放置することがないように、なるべく国県の財政支援措置をいただ

きながら、早期解決に取り組むということで今準備を進めているところでございます。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  そういうことで、那須南病院から来る、泉町の交差点のロータリー

化、そして、それから中央公園の公共施設のところに行く道路、そして、老朽化した公共施設、

それも一体的に、これから精力的に整理統合を進めていただきたいと思います。 

 次、４番目の質問でございます。２０１９年の台風災害に伴う本市の防災集団移転促進事業

について、お尋ねをいたします。 

 この促進事業については、一部、国の同意が得られた下境地区、県道西側の対象家屋と宮原

地区の対象家屋の移転開始は早ければ２０２８年度という報道でございますが、この事業に関

し、次の諸点についてお尋ねするものであります。 

 １つ目は、この事業を進めるため、宮原地区は移転用地確保が必要でありますし、下境地区

におきましては、移転敷地の造成工事等を進める予定があるというようなことであります。 

 そこで、本年度の下境地区及び宮原地区の、この防災集団移転促進事業に関わる具体的な事

業をどのように進めるのか、説明をお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  本年度の事業の進め方についてお答えいたします。 

 防災集団移転促進事業につきましては、国の同意を受けて、令和８年度から本格的に事業を

開始するため、下境地区と宮原地区で必要な準備を進めているところであります。 

 下境地区につきましては、旧境小学校跡地に住宅団地を整備することとしており、本年度か

ら造成工事に着手いたします。 

 一方、宮原地区につきましては、地区内の民有地に住宅団地を整備すべく、本年度から用地

取得を進めているところであり、地権者に対する丁寧な対応を進めてまいります。 

 また、当該事業を円滑に進めるためには、移転者の皆さんの主体的な御協力と御理解が不可

欠でございます。 

 必要に応じ、移転者協議会や住民説明会を開催の上、住宅団地の区画割りや移転の順番など、

具体的な調整を行ってまいる所存でありますので、御理解いただきたいと思います。 
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○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  今の説明で今年度の事業の進め方は十分理解したのですが、具体的

には、半分以上が、あそこに移転するのが防災集団移転促進事業ですよね。したがって、市で

用意した、例えば旧境小学校の跡地を移転敷地にして造成工事を行うのですけれども、できた

ものについては、そこに移転される方は区画をそれぞれを買っていただいて、そしてそこに移

転をしてもらうという考え方なのでしょうか。そこだけ確認しておきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  松鳥都市整備課長。 

○都市整備課長（松鳥和行）  今の御質問にお答えいたします。 

 基本的には借地という形で、造成地を御提供するという形でございます。 

○１４番（平塚英教）  いや、違う、宮原ではないよ、下境のほうの、下境はだって、もと

もと市の土地だ。造成したものを移転者は買うのですかという話です。 

○都市整備課長（松鳥和行）  基本的には借地という形でございます。 

○１４番（平塚英教）  そうですか。借地代を市に払うという考え方なのでしょうか。 

○都市整備課長（松鳥和行）  そうですね。 

○１４番（平塚英教）  そういうことだね。 

○都市整備課長（松鳥和行）  ええ。 

○１４番（平塚英教）  分かりました。宮原はどうなのでしょう。 

○都市整備課長（松鳥和行）  制度上同じような形です。 

○１４番（平塚英教）  同じですね、分かりました。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  それで、もう、まだ時間はいっぱいあるのですが、最後の質問にな

ります。 

 同事業について、国の同意が得られたのは、下境地区で２４戸あったのですが、２３戸にな

ってしまったと。宮原地区は３６世帯あったのですが、戸数としては３４戸ということで、大

臣同意が得られたのは、５７戸です。そして、まだ移転計画が策定されていない、国の同意に

至らない、残された下境地区、県道東側が３６戸の移転対象の世帯と私は理解しているのです

が、残された県道東側の３６戸の、移転対象世帯の移転計画策定はどのように進めていくのか。

改めて方策を説明いただきたいと思います。 

○議長（相馬正典）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  残る移転対象の移転計画策定についてお答えいたします。 

 下境地区の県道東側の地区は、河川の地形的条件により、浸水被害を受けやすい状況であり、

安全性の早期確保が求められております。 
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 今後の進め方につきましては、国の河川整備事業の動向が本市の防災集団移転促進事業にも

大きく影響することとなるため、国に対して、河川整備事業の早期完成を強く要望しておりま

す。 

 今後も、移転対象者の意向を丁寧に確認しながら、国の河川整備事業の動向を注視しつつ、

県道東側地区における、事業計画の具体化に慎重に取り組んでまいる所存でありますので、御

理解のほどお願いいたします。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  早急にというのが、具体的にはどのくらいのスパンを言っているの

だか分かりませんが、前にも議会でも述べましたように、県道東側の下境地区の皆さん、特に

川辺の皆さんは、天井まで水害に遭っているような状況なのです。そういう意味で、一番被害

が重かった、どれが重かったというのは非常にまずいですけれども、私から見ると、大変な被

害が重かった地域が残されたというような、私は受け止めなのです。 

 そういう意味で、せっかく県道西側が大臣同意までいったわけですから、東側についても、

できるだけ早急に移転計画策定を進めていただきたいと考えるのですが、地元との話合いを進

めながら、これをぜひ進めていただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（相馬正典）  松鳥都市整備課長。 

○都市整備課長（松鳥和行）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 先ほど市長からもお話があったとおり、確かに、最初に２３戸と県道の西側については大臣

同意をいただけたと。今、移転に対する補助金もいただけているということで、先行して実施

していきたいところでございます。 

 また、下境の川辺地区付近につきましては、要は那珂川が大きな河川でして、背水は、背中

の水と書いてバックウオーターというのですが、やっぱり下流の流量が多いと、それがバック

してしまうなどということで、多分な内水被害が起きていることは十分理解しているところで

ございまして、本市としましては、まず、那珂川水系河川整備計画というのが国でありまして、

これに基づいている国の河川事業、これは恒久的な対策として強く求めていきたいと思ってご

ざいます。 

 また、地元の方々に対しましては、先ほど申しました河川事業と一体で進めつつ、東側の

方々から意見、意向を聞きながら、現計画の具現化に向けて慎重にかつ丁寧に御意見などを聞

きながら研究をしたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（相馬正典）  １４番平塚英教議員。 

○１４番（平塚英教）  いろいろ質問してまいりましたが、下境の残された県道東側の移転
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計画策定については、ぜひ地元の要望を聞きながら、早急にまとめていただきたいと思います。 

 それで、この間の１２月議会でも質問というか、意見を申し上げましたが、真ん中に解石川

という川が流れているのです。あれは県管理の河川なのですが、それが下境の途中で、霞堤の

ところで切れるような構造なのです。 

 そこに水があふれると、その周辺に水害が起きるのが実情でございますので、その辺も含め

て国土交通省並びに県との打合せをしっかりやっていただいて、前向きな内容で前進が図れる

ようにお願いをいたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（相馬正典）  ここで菊池建設課長から追加答弁がございます。 

 菊池建設課長。 

○建設課長（菊池章夫）  先ほどの住宅取得奨励金の基本額は、１０万円となってございま

す。移住者加算が２５万円。子育て世代が１５万円、計５０万円となってございます。 

 次に、空家等対策の推進に関する特別措置法の一部の改正につきましてです。こちらは、議

員のおっしゃるとおり、令和５年の改正ポイントといたしましては、活用の拡大、管理の確保、

それから特定空家の除去の３本柱で対応の強化というところで改正となってございます。 

 以上です。 

○議長（相馬正典）  以上で１４番平塚英教議員の一般質問は終了いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（相馬正典）  これで本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は６月８日月曜日、午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会といたします。お疲れさまでございました。 

［午後 ２時１２分散会］ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


